
主  な  内  容   
 
■    いま深谷を見る

■    沈思黙考

■   考える 子どもの人権

　　　　守る 子どもの笑顔

■    平成 20年度

　　　　入園・入室のご案内

■    深谷市産業祭

■    My Town Topics

■    情報ひろば

■   夢なかるべからず

■    ガーデンシティニュース

表紙：秋の深谷城址公園

1111月月 23№
毎月1日発行

November.2007

深谷市の人口と世帯   
                
■  人口　148,030（＋     8）
■  男性　  73,936（＋   27）
■  女性　  74,094（－   19）   
■  世帯　  52,875（＋   60）

■  平成 19年 10月 1日現在（前月比）
　  （外国籍のかたも含みます）

特集

一般競争入札の拡大
　　　　に、いち早く着手！
一般競争入札の拡大
　　　　に、いち早く着手！
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制限付一般競争入札の流れ　一般競争入札の拡大実施前は、対象工事
の 15.1% で一般競争入札が行われていた
のに対し、現在では、そのほとんどすべて
において、一般競争入札が行われています。

※平成 10,11 年度は設計額 500 万円以上の工事の入札件数です

　

昨
今
、全
国
各
地
で
公
共
工
事
の
入
札
に
お
け
る
談
合
事
件
が
相
次
い
で
発
生
し
、

入
札
に
お
け
る
透
明
性
、
公
正
性
、
競
争
性
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、昨
年
12
月
に
は
県
（
全
国
知
事
会
）、今
年
２
月
に
は
国
、

10
月
に
は
埼
玉
県
市
長
会
に
よ
り
「
一
般
競
争
入
札
の
拡
大
」
を
根
幹
と
し
た
入
札

制
度
改
革
に
つ
い
て
の
指
針
が
打
ち
出
さ
れ
、
全
国
の
各
自
治
体
が
入
札
制
度
改
革

に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
「
公
正
」「
公
平
」「
公

開
」
の
市
政
運
営
の
理
念
の
下
、

入
札
に
お
け
る
透
明
性
・
公
正
性

の
確
保
お
よ
び
自
由
競
争
の
確
立

を
目
指
し
、
い
ち
早
く
平
成
11
年

度
か
ら
、
設
計
額
が
一
定
額
以
上

の
建
設
工
事
を
対
象
と
し
て
、
原

則
、
制
限
付
一
般
競
争
入
札
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

11 年度 18 年度 19年度
〜〜

一般競争入札の拡大を実施

国
県
県市長会

■ 一般競争入札拡大の動向 ■

深谷市

地方公共団体における入札契約適正化・支援方策

公共調達改革に関する指針
公共調達改革

■ 一般競争入札割合の推移 ■

10

･･･

〜〜
（年度）11 12 18

（件）

179

122
148

255

27
77

112

249
152 45

36

6
： 一般競争入札件数

： 指名競争入札件数

（15.1%） （97.6%）

工事の設計

入札参加資格の決定

公　　告

受け付け

入　　札

入札案件、入札参加資格などを
公表し、入札参加者を募ります

入札参加希望者を受け付けて、
入札参加者を決定します

入札案件に適した施工業者の資
格を決定します

市
の
決
定
に
よ
る
部
分

入
札
参
加
者
の
判
断
に
よ
る
部
分※平成 12,18 年度は設計額 300 万円以上の工事の入札件数です

深谷市　：　設計額 300 万円以上の工事

国、県　：　設計額 1,000 万円以上の工事（指針）
県市長会：　　　　　　〃　　　　　　　  （目標）

※平成 12年度以前の数値は合併前の旧深谷市のみの数値です

市
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら

原
則
、
市
内
本
店
業
者
を
入

札
の
参
加
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
は
、
３
０
０
万
円
以

上
の
建
設
工
事
の
う
ち
、
契
約
件
数

全
体
の
94
・
５
％
に
当
た
る
２
４
１

件
を
市
内
本
店
業
者
と
契
約
し
、
地

域
産
業
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
本
店
業
者
以
外
と
契
約
し
た

の
は
14
件(

５
・
５
％)

で
す
。
こ
の
う

ち
、
入
札
の
対
象
と
な
る
市
内
本
店

業
者
が
少
な
く
、
競
争
性
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
市
内
に
支
店
な
ど
が
あ

る
業
者
を
市
内
本
店
業
者
と
あ
わ
せ

て
入
札
の
参
加
対
象
者
と
し
入
札
を

行
っ
た
結
果
、
支
店
な
ど
が
落
札
し

た
案
件
が
10
件
で
し
た
。
ま
た
、
専

門
的
な
技
術
を
要
し
市
内
本
店
業
者

で
は
対
応
で
き
な
い
た
め
、
市
外
の

専
門
業
者
を
対
象
と
し
て
入
札
を
実

施
し
契
約
し
た
案
件
が
４
件
で
し
た
。

公共工事

入札参加資格を決定

市内本店業者 市内本店業者

支店など
＋

支店など市内本店業者

255 件

220 件 35件

241件

21件 14件

14件

工事
公告

落札

　255 件の工事のうち、35 件が支店などを含め
た入札となりましたが、そのうち 21件について
は市内本店業者が落札し契約しています。

地
域
産
業
の
育
成
に
つ
い
て
は

ど
う
し
て
い
る
の
で
す
か
？

14 件 （5.5％）

241 件 

： 市内本店業者との契約件数

： 市内本店業者以外との契約件数

※設計額が 300 万円以上の建設工事が対象です

（94.5％）

長
引
く
不
況
の
中
で
全
国

的
に
公
共
工
事
は
減
少
し

て
い
ま
す
。
本
市
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
必
要
な
公
共
工
事
は
可

能
な
限
り
施
工
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。
平
成
18
年
度
、
３
０
０
万

円
以
上
の
建
設
工
事
の
契
約
額
は
約

58
億
４
，
０
０
０
万
円
で
あ
り
、
県

内
で
も
上
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
共
工
事
が
減
少
し
て
い

る
っ
て
本
当
で
す
か
？

Q

Q

A

A

　

市
が
発
注
す
る
50
万
円
未
満
の

小
規
模
な
修
繕
に
つ
い
て
、
見
積
も

り
合
わ
せ
な
ど
の
参
加
を
希
望
す

る
市
内
業
者
の
登
録
を
行
い
ま
す
。

※
既
に
登
録
の
済
ん
で
い
る
か
た

に
つ
い
て
も
、
申
請
書
の
提
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
資
格　

市
内
に
本
店
が
あ
る

個
人
ま
た
は
法
人
で
、
市
に
入
札

参
加
申
請
を
し
て
い
な
い
か
た

申
請
方
法　

申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
・
押
印
し
、
総
務
課
へ

直
接
ま
た
は
郵
送
な
ど
で
提
出

※
申
請
書
類
は
総
務
課
窓
口
で
配

布
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受
付
期
間　

11
月
30
日
㈮
ま
で（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
受
付
期

間
後
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

有
効
期
間　

12
月
１
日
㈯
か
ら
２

年
間

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
契
約
係
（
☎

５
７
４
‐
６
６
３
４
）
へ

小
規
模
修
繕
契
約
希
望
者
の

登
録
を
受
け
付
け
ま
す

※一般競争入札の対象となる工事

（平成 11年度は設計額 500 万円以上）



笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市 45 Fukaya City Information,2007.11,Japan

  この秋は、夏の猛暑の影響からでしょうか、木々の色付きがいつにも増して遅
いようです。家の近くの公園も、いまだ木

もくよう

葉に青さが残りますが、朝晩は冷え込
み始め、秋を経ずして一気に冬将軍が到来してしまうのではと、何か寂しいよう
な物足りなさを感じるのは、私だけではないでしょう。
　しかし、情緒あふれる紅葉も葉にとってみると生死にかかわることのようです。
広葉樹の葉色が変化するのは、葉と枝の間に離層という水分を通さない組織が作
られ、葉から枝に糖分などが行かなくなり、それが原因で、赤や黄色に葉色が変
化するからなのだそうです。こんなお話をするのは、現在、多くの地方自治体がまさに顔色を赤く
させたり青くさせたりしているからです。
今日、大都市に比べ地方の疲弊が目立ち、その対策は政策的に大きな課題です。地方の時代、地
方の自立と叫ばれておりますが、財政力の強弱を示す財政力指数が 1.0 以上の自治体は埼玉県内で
もわずかです。深谷市は平成 19 年度 0.83 でありまして、国の交付税に頼らず生きていくためには、
効率的な行政運営により歳出の削減をしていかねばなりません。
現代社会の動きは急激で、これからの社会、経済の動向は中長期的に見ても予測は容易ではあり
ません。しかし、100％予測できることがあります。少子高齢社会です。消費が減退し、生産人口
が減少していく中で、来るべき社会に適したものを考えていかねばなりません。効率的行政運営が
必要なのは、まさにこのためです。効率的に歳出は少なく抑え、さらにより多くの財源を確保する
ことが今後生き残るためには最重要な課題となります。
そうした点で、企業の進出は地方自治体にとって貴重で、雇用の促進、税収の確保そして地域の
活性化が期待できます。そのため市では、プロジェクト Fなどの制度を創設しておりますが、さら
に誘致を進めるためには、企業側にとってのメリットを行政が創り出してまいらねばなりません。
都市の魅力づくり、あるいは地域の特色化といったその地域全体についての幅広い対応が必要だと
思います。総合的な魅力をつけ、まずは目まぐるしい変化に向き合う敏感さが必要です。幹からの
補給を期待する葉ではなく、幹として生きていくためには知恵、勇気、努力が必要なのです。

勇気は逆境における光である　　　　　　　　　　　　ヴォーヴナルグ

ちんしもっこう

合
併
１
年　

深
谷
市
の
取
り
組
み

市
で
は
市
内
に
工
場
等
の
誘
致
を
図
り
、
産
業
の
振
興
と
雇
用

の
場
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
深
谷
市
工
場
等
立
地
促
進
制
度
を
整
備
し
、
市
内

へ
進
出
し
よ
う
と
す
る
企
業
や
、
新
た
に
設
備
投
資
を
し
よ
う
と

す
る
企
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

⑥
工
場
を
誘
致
せ
よ
！

　
　

〜
工
場
誘
致
大
作
戦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｆ
〜

【問い合わせ】
商工振興課

☎ 574－ 6650

は深谷市の産業振興策の愛称

産業による市の活性化

＝Flourish Fukaya with Factories
＝工場等（産業）で深谷を発展させる

平成 17年度の制度創設以降、既に以下
の 5社がこの制度を利用しています。

認定№ 1　東京化成工業株式会社
認定№ 2　リケンテクノス株式会社
認定№ 3　株式会社旭製菓
認定№ 4　共和ダイカスト株式会社
認定№ 5　有限会社タカノキコー

制
度
の
概
要

制
度
の
概
要

投
資
固
定
資
産
総
額
が
１
億
円
を
超
え
る
と

投
資
固
定
資
産
総
額
が
１
億
円
を
超
え
る
と･･･

･･･

①
投
資
さ
れ
た
固
定
資
産
に
対
す
る
税
率
を
５
年
間
半
額
！

さ
ら
に
、
投
資
固
定
資
産
総
額
が

さ
ら
に
、
投
資
固
定
資
産
総
額
が
1010
億
円
を
超
え
る
と

億
円
を
超
え
る
と･･･

･･･

②
３
年
間
は
投
資
固
定
資
産
の
税
額
分
を
奨
励
金
と
し
て
交
付
！

し
か
も
、
市
内
に
居
住
す
る
か
た
を
５
人
以
上
雇
用
す
る
と

し
か
も
、
市
内
に
居
住
す
る
か
た
を
５
人
以
上
雇
用
す
る
と･･･

･･･

③
１
人
当
た
り
年
30
万
円
の
奨
励
金
を
３
年
間
交
付
！

そ
の
上
、
基
準
以
上
の
緑
地
面
積
を
整
備
す
る
と

そ
の
上
、
基
準
以
上
の
緑
地
面
積
を
整
備
す
る
と･･･

･･･

④
整
備
費
用
の
半
額（
上
限
５
千
万
円
）を
１
回
に
限
り
交
付
！

　

現
在
の
国
の
公
債
（
借
金
）
残
高
は
、
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
平
成
19
年
度
末
で

は
６
０
７
兆
円
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
地
方
に
目
を
移
し
て
見
ま
す
と
、
国
と

同
様
に
地
方
債
（
借
金
）
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、

地
方
全
体
で
は
約
１
９
９
兆
円
の
債
務
を
抱
え
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
国
と
地
方
の
債
務
を
国
民
１
人
当
た

り
に
換
算
す
る
と
、
約
６
０
５
万
円
の
借
り
入
れ

が
あ
る
計
算
と
な
り
、
将
来
の
世
代
へ
の
大
き
な

負
担
と
な
り
ま
す
。

　

国
と
地
方
の
財
政
が
逼ひ

っ
ぱ
く迫
す
る
中
、
旧

市
町
に
つ
い
て
も
同
様
に
厳
し
い
財
政
運

営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

基
金
、
い
わ
ゆ
る
「
貯
金
」
の
状
況
を

見
て
み
る
と
、
合
併
時
の
住
民
１
人
当
た

り
の
基
金
額
は
７
万
７
千
円
で
あ
り
、
一

方
、
借
金
に
当
た
る
地
方
債
は
、
44
万
円

と
貯
金
を
大
き
く
上
回
る
金
額
で
し
た
。

　

し
か
し
地
方
債
で
つ
く
ら
れ
た
道
路
や

公
共
施
設
な
ど
は
、
わ
た
し
た
ち
の
子
ど

も
や
孫
の
世
代
ま
で
利
用
す
る
も
の
で
あ

り
、
各
世
代
で
均
等
に
負
担
す
る
よ
う
、

毎
年
少
し
ず
つ
返
済
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
の
で
、す
ぐ
に
市
が
破は

た

ん綻
す
る
と
い
っ

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
国
の
債
務
を
考
え
れ
ば
、
今
後

地
方
交
付
税
な
ど
国
か
ら
の
交
付
金
が
増

え
る
こ
と
は
考
え
づ
ら
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
現
在
は
、
借
金
が
徐
々
に
増
え
、
貯

金
が
減
っ
て
い
く
状
況
で
あ
り
、
そ
れ
は
、

旧
市
町
に
共
通
す
る
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
深
谷
市
で
は
究
極
の
行
財

政
改
革
と
い
わ
れ
る
市
町
合
併
を
行
い
、

職
員
数
の
削
減
や
入
札
改
革
を
断
行
し
て
、

少
し
で
も
市
民
の
か
た
が
た
に
ご
負
担
を

お
掛
け
し
な
い
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

国
と
地
方
の
長
期
債
務
残
高

合
併
前
の
各
市
町
の
財
政
状
況

平成 18年 1月 1日の市町合併からはや 2年が経過しようとしています。
このコーナーでは、これまで 5回にわたって職員の削減など合併の効果をご紹介してきましたが、今回からどのよ

うにその効果が生み出されてきたのかを考えてみます。今回は「合併前の各市町の財政状況」を見てみます。

新
市

合併時新
市

合併時

〈地方債（借金）残高〉（住民 1人当たり） 〈基金（貯金）残高〉（住民 1人当たり）

国および地方の長期債務残高

平成 19年度末の見込み

国　約 607兆円
普通国債約 547兆円を含む 地方 約 199 兆円

計  約 773 兆円（国・地方の重複除く）
国民 1人当たり 約 605 万円

＋

⇒

其
そ

の六
ろく

を
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各
保
育
園
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入

手
し
て
く
だ
さ
い　

②
入
園
決
定
は

申
し
込
み
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
③
以

前
か
ら
申
し
込
ん
で
あ
り
、
入
園

待
ち
と
な
っ
て
い
る
児
童
に
つ
い
て

も
、
新
た
に
入
園
申
し
込
み
が
必
要

で
す　

④
各
保
育
園
の
保
育
方
針
お

よ
び
保
育
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、

児
童
課
、各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
、

各
保
育
園
に
用
意
し
て
あ
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い

﹇
公
立
学
童
保
育
室
﹈
①
事
前
に
申

込
用
紙
を
児
童
課
・
岡
部
福
祉
健
康

課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
し
て

く
だ
さ
い　

②
入
室
決
定
は
申
し
込

み
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん

※
私
立
の
学
童
保
育
室
の
申
し
込
み

公立保育園
保育園名 募集人員 保育園名 募集人員
桜ケ丘保育園 34 みらい幼児園おかべ 25

藤沢保育園 29 つばさ保育園 44

明戸保育園 20 田中保育園 59

八基保育園 31 長在家保育園 50

豊里保育園 32 川本南保育園 60

私立保育園
保育園名 募集人員 保育園名 募集人員
深谷保育園 5 仙元山保育園 9

樫の実保育園 30 桃園保育園 9

稲荷町保育園 35 東つばき保育園 3

東光保育園 25 桃園第二保育園 10

さくら保育園 14 栃の木保育園 6

すみれ保育園 16 あゆみ幼児園 9

さくらんぼ保育園 12 エンゼル保育園 11

あけぼの保育園 22 ふきのとう保育園 37

光保育園 15 川本のこキッズ 4

第二さくら保育園 32 花園保育園 7

深谷西保育園 31 花園第二保育園 12

つばき保育園 4 のぞみ保育園 10

入
園
資
格

①
昼
間
、
家
庭
外
で
仕
事
を
し
て

い
る
場
合　

②
昼
間
、
家
庭
内
で

家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
場

合　

③
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
間

も
な
い
場
合
（
期
間
が
限
定
さ
れ

ま
す
）
④
病
気
や
け
が
の
場
合
ま

た
は
身
体
・
知
的
・
精
神
に
障
害

の
あ
る
場
合　

⑤
長
期
に
わ
た
る

病
気
、
ま
た
は
身
体
・
知
的
・
精

神
に
障
害
の
あ
る
同
居
の
親
族
を

常
時
介
護
し
て
い
る
場
合　

⑥
家

庭
の
災
害
復
旧
の
間

﹇
保
育
園
﹈
保
護
者
が
①
〜
⑥
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
家
庭
の
乳
幼
児

﹇
公
立
学
童
保
育
室
﹈
保
護
者
が
①

〜
⑥
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
家

庭
で
、
小
学
校
１
〜
３
年
生
、
お

よ
び
そ
の
他
健
全
育
成
上
、
保
育

を
必
要
と
す
る
児
童

申
請
手
続
き
の
際
の
注
意
事
項

﹇
保
育
園
﹈
①
事
前
に
申
込
用
紙
を
児

童
課
・
各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
、

公立学童保育室
保育室名 保育室名

深谷学童保育室 八基学童保育室

桜ケ丘学童保育室 豊里学童保育室

幡羅学童保育室 岡部学童保育室

常盤学童保育室 榛沢学童保育室

明戸学童保育室 本郷学童保育室

大寄学童保育室 岡部西学童保育室

私立学童保育室
保育室名 入室説明会

さくらんぼ学童クラブ
櫛引 211　☎ 573-5386 お問い合わせください

たけのこ学童保育室
上野台 129-3　☎ 573-6859 お問い合わせください

上柴東学童クラブ
上柴町東 2-33-6　☎ 571-3894

12 月 1日㈯
午前 10時

上柴西学童クラブ
上柴町東 1-19-2　☎ 573-6865

12 月 9日㈰
午後１時 30分

わかばクラブ
人見 809-2　☎ 573-8794 お問い合わせください

深谷西クラブ
栄町 15-18  ☎ 574-0323 お問い合わせください

プリズムクラブ
上柴町西 5-3-7  ☎ 572-7170 お問い合わせください

川本北学童クラブ
菅沼 147  ☎ 583-2076 お問い合わせください

川本南学童クラブ
本田 4447-2  ☎ 583-5666 お問い合わせください

花園学童クラブ（花組）
小前田 1463-1  ☎ 584-6790 お問い合わせください

花園学童クラブ（月組）
小前田 1994  ☎ 584-3212 お問い合わせください

中央学童クラブ
小前田 1889  ☎ 584-5844 お問い合わせください

ポプラ学童クラブ
大谷 2162-2  ☎ 573-6313

お問い合わせください
対象＝養護学校在籍児童・生徒

特別支援学級在籍児童・生徒

ハート・PoPo児童クラブ
田谷 308  ☎ 571-0844

お問い合わせください
対象＝養護学校在籍児童・生徒

特別支援学級在籍児童・生徒

なのはな学童クラブ
針ヶ谷 508-11  ☎ 585-8133

お問い合わせください
対象＝養護学校在籍児童・生徒

特別支援学級在籍児童・生徒

に
つ
い
て
は
、
直
接
各
学
童
保
育

室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　

12
月
３
日
㈪
〜
28
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
、
祝
休
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
毎
週
木
曜
日
は
本
庁
舎
の
み
午

後
７
時
15
分
ま
で
）
に
、児
童
課
、

各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
へ
申
込

書
と
保
育
に
欠
け
る
こ
と
の
証
明

書
な
ど
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
期
間
は
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

児
童
課
（
☎
５
７
４

‐
６
６
４
６
）、
岡
部
福
祉
健
康

課
（
☎
５
８
５
‐
２
２
１
４
）、

川
本
福
祉
健
康
課
（
☎
５
８
３
‐

２
５
３
２
）、
花
園
福
祉
健
康
課

（
☎
５
８
４
‐
１
１
２
３
）
へ

　このほか、主に 3歳未満の乳幼児を対象とした私立の家庭保育室
（5か所）があります。申し込みについては、直接各家庭保育室へ
お問い合わせください。
ひばり乳児保育園（☎ 571‐2803）、ベビーハウスあけぼの（☎
571‐0784）、あおぞら家庭保育室（☎ 572‐2988）、たんぽぽ
保育室（☎ 583‐5202）、ふたば乳児保育室（☎ 584‐6652）へ

平成20年度

公立学童保育室公立学童保育室

入園・入室の
ご案内

保育園保育園

　児童虐待とは、本来、子どもを温かく見守り育
てるべき親や親に代わる養育者が、子どもの心や
体を傷つけ、健やかな成長や人格の形成に重大な
影響を与える行為をいいます。虐待は、子どもに
対する著しい人権侵害です。
　親が「しつけ」と思っている行為でも、現実に
子どもの心や体が傷つく行為であれば、それは「虐
待」です。親の立場よりも、子どもの立場で判断
することが大切です。

児童虐待防止推進月間

子どもの笑顔

児童虐待の４つの分類

子どもの人権
①身体的虐待

　殴る、ける、首を絞める、熱湯を掛ける、
おぼれさせる、たばこの火を押し付ける、体
を激しく揺さぶる、など

②保護の怠慢・拒否（ネグレクト）

　食事を与えない、ひどく不潔なままにする、
自動車や家に置き去りにする、病気やけがを
しても病院へ連れて行かない、家に閉じ込め
る、など

④心理的虐待

　「産むんじゃなかった」「死んでしまえ」な
どのひどい言葉で傷つける、わざと無視する、
他の兄弟姉妹と差別する、など

③性的虐待

　性交や性的な行為を強要する、ポルノの被
写体にする、など

　もしも、虐待が疑われる子どもを見つけたと
きは、児童課または熊谷児童相談所（☎ 521‐
4152）へご相談ください。誰から連絡があった
のかなど、秘密は守られます。
　また、市では子育てに関する相談窓口を設置し
ています。お悩みなどありましたら、お気軽にご
相談ください。
　なお、相談の内容により、窓口が異なります。
窓口が分からないときは、児童課へお問い合わせ
ください。

問い合わせ　児童課（☎574‐6646）へ

　県内の児童相談所や市町村は、児童虐待に関す
る通報があったときは、児童の安否を確認するこ
とになっています。そのため、通報があった場合
には、各家庭へ直接訪問させていただくことがあ
ります。しかし、通報があったからといって、必
ずしも児童虐待が行われているということではあ
りません。児童虐待が行われていないことを確認
するためでもあります。職員が訪問に伺った際に
は、ご理解くださいますようお願いいたします。

 考える 考える

守る守る

相談について

お願い

1,186

2,143 2,135 2,287

1,545 1,458

12 年度 15 1816 171413

1,000

2,000

（件）

　県内の児童相談所における虐待相談の受付件数は、児童虐待防止
法が施行された平成12年から急激に増加しており、18年度は2,287
件と 17年度からやや増加し、依然深刻な状況です。

県内虐待相談受付件数の推移

1,814
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国
民
年
金
は
、
老
後
だ
け
で
な

く
、
病
気
や
け
が
に
よ
っ
て
障
害
が

残
っ
た
と
き
、
ま
た
妻
・
子
を
残
し

て
亡
く
な
っ
た
と
き
も
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
あ
な
た
や
あ

な
た
の
家
族
を
守
り
ま
す
。し
か
し
、

保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
と
、
こ
う

し
た
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
万

が
一
の
と
き
の
た
め
に
も
、
保
険
料

は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◆
『
障
害
基
礎
年
金
』
を
受
け
ら
れ

る
と
き
は
…

・
国
民
年
金
加
入
中
ま
た
は
20
歳
前
の

病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

・
初
診
日
の
前
々
月
ま
で
の
加
入
期

間
の
う
ち
、
⅔  
以
上
保
険
料
を
納

め
て
い
る
と
き
、
あ
る
い
は
初
診

日
の
前
々
月
ま
で
の
１
年
間
に
保

険
料
の
滞
納
が
な
い
と
き
（
免
除
・

若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特

例
期
間
は
保
険
料
を
納
め
た
期
間

と
同
じ
よ
う
に
扱
わ
れ
ま
す
）

・
障
害
認
定
日
（
障
害
の
程
度
を
判

定
す
る
日
で
、
初
診
か
ら
１
年
６

か
月
経
過
し
た
日
ま
た
は
症
状
が

年金＆防火
■深谷市役所　☎ 571－ 1211　　　　■岡部総合支所　　☎ 585－ 2211　　　　■川本総合支所　　☎ 583－ 2781　　　　　　　　　　　　　■花園総合支所　　☎ 584－ 1121　　　　■熊谷社会保険事務所　☎ 522－ 5211
■保険年金課　☎ 574－ 6641　　　　■岡部市民環境課　☎ 585－ 2213　　　　■川本市民環境課　☎ 583－ 2783　　　　　　　　　　　　　■花園市民環境課　☎ 584－ 1122　　　　■消防本部予防課　　　☎ 571－ 0913

も
し
も
の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

　

消
防
本
部
と
危
険
物
安
全
協
会
の

主
催
で
、
深
谷
市
・
寄
居
町
の
小
学

生
を
対
象
に
、
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
作

品
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
４
３
６
点

の
優
れ
た
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
市
内
で
は
次
の
か
た

が
た（
敬
称
略
）が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

　

斎さ
い

藤と
う

喬き
ょ
う

介す
け　

 

上
柴
西
小
４
年

優
秀
賞

　

水み
ず

谷た
に

花は
な

絵え　
　

桜
ヶ
丘
小
５
年

　

原は
ら　

一か
ず

樹き　
　

幡
羅
小
６
年

特
選

　

山や
ま

田だ

佑ゆ

衣い　
　

大
寄
小
４
年

　

木き

元も
と

澪れ
い

菜な　
　

深
谷
小
５
年

　

萩は
ぎ

原わ
ら

明あ

美み　
　

深
谷
小
５
年

　

渡わ
た

辺な
べ

和か
ず

樹き　
　

藤
沢
小
５
年

　

原は
ら　

昂こ
う

汰た　
　

明
戸
小
５
年

　

栁や
な
ぎ
さ
わ澤

実み

果か　
　

藤
沢
小
６
年

　

新あ
ら

井い

達た
つ

也や　
　

幡
羅
小
６
年

　

永な
が

井い

拓た
く

実み　
　

桜
ヶ
丘
小
６
年

　

山や
ま

崎ざ
き

美み

緒お　
　

桜
ヶ
丘
小
６
年

　

野の

澤ざ
わ

健け
ん

三ぞ
う　

　

上
柴
東
小
６
年

　

三み

浦う
ら　

皐さ
つ
き　

　

本
郷
小
６
年

入
選

　

吉よ
し

野の

聖き
よ

広ひ
ろ　

　

川
本
北
小
５
年

ほ
か
69
人

　

入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
11
月
17

日
㈯
か
ら
２
日
間
、
市
産
業
祭
（
総

合
体
育
館
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

内
）
で
展
示
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

熊
谷
社
会
保
険
事
務
所
、
市
保
険
年

金
課
、
各
総
合
支
所
市
民
環
境
課
へ

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課
へ

満
の
場
合
は
１
０
８
万
円
）
以
上
の

か
た
に
お
送
り
し
て
い
る
、『
扶
養
親

族
等
申
告
書
』
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
年
齢
は
平
成
19
年
12
月
31
日
現
在

の
年
齢
。
ま
た
、
65
歳
以
上
の
退

職
共
済
年
金
受
給
者
で
老
齢
基
礎

年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
、

退
職
共
済
年
金
の
年
金
額
が
80
万

円
以
上
の
か
た
で
す
。

㊟
次
の
か
た
は
課
税
の
対
象
外
で
す

の
で
『
扶
養
親
族
等
申
告
書
』
は

送
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
の
み
を
受

け
て
い
る
か
た

・
老
齢
年
金
の
支
給
額
が
年
額

１
５
８
万
円
（
65
歳
未
満
の
場
合

は
１
０
８
万
円
）
未
満
の
か
た

　

配
偶
者
や
扶
養
親
族
が
い
な
い
か

た
で
も
、
こ
の
申
告
書
を
提
出
し
な

い
と
、
公
的
年
金
等
控
除
や
基
礎
控

除
が
受
け
ら
れ
ず
、
税
金
を
多
く
徴

収
さ
れ
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
今
年
の
提

出
期
限
は
12
月
３
日
㈪
で
す
。

　

な
お
、
申
告
書
の
未
提
出
や
提
出

し
た
申
告
書
に
年
の
途
中
で
変
更
が

あ
っ
た
と
き
に
は
、
確
定
申
告
に
よ

り
税
額
を
精
算
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
年
金
の
ほ
か
に
給
与
収
入
な
ど

が
あ
り
、
諸
控
除
を
受
け
て
源
泉
徴

収
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
二
重
に
控

除
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
● 

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
に
つ
い
て 

●
●

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
国
民

年
金
保
険
料
を
申
告
す
る
場
合
は
、

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

平
成
19
年
１
月
１
日
〜
10
月
１

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
か
た
は
11
月
上
旬
、
平

成
19
年
10
月
２
日
〜
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
初
め
て
納
付
さ
れ
た
か
た
は

平
成
20
年
２
月
上
旬
に
社
会
保
険
庁

か
ら
順
次
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
申

告
の
際
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

※
社
会
保
険
庁
の
問
い
合
わ
せ
窓
口

　

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０―

00―

９
９
１
１

　

平
成
20
年
３
月
14
日
㈮
ま
で

　

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

防
火
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品

●
● 
屋
内
消
火
栓
操
法
指
導
会

が
行
わ
れ
ま
し
た 

●
●

　

10
月
12
日
、
消
防
本
部
で
「
第
24

回
自
衛
消
防
隊
屋
内
消
火
栓
操
法
指

導
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

深
谷
市
・
寄
居
町
の
各
事
業
所
か

ら
男
子
の
部

22
チ
ー
ム
、

女
子
の
部
３

チ
ー
ム
の
計

25
チ
ー
ム
が

参
加
し
ま
し

た
。
な
お
、

入
賞
チ
ー
ム

は
表
の
通
り

で
す
。

◀
優
秀
賞　

原
さ
ん
の
作
品

◀
最
優
秀
賞　

斎
藤
さ
ん
の
作
品

◀
優
秀
賞　

水
谷
さ
ん
の
作
品

固
定
し
た
日
）
に
国
民
年
金
法
で

定
め
る
１
・
２
級
の
障
害
の
状
態

に
あ
る
と
き

※
障
害
基
礎
年
金
と
身
体
障
害
者
手

帳
で
は
、
制
度
の
仕
組
み
が
異
な

る
た
め
、
障
害
の
認
定
基
準
が
違

い
ま
す
。
身
体
障
害
者
手
帳
が

１
・
２
級
で
あ
っ
て
も
障
害
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。

年
金
額
（
平
成
19
年
度
）

　

１
級　

９
９
０
，
１
０
０
円

　

２
級　

７
９
２
，
１
０
０
円

◆
『
遺
族
基
礎
年
金
』
を
受
け
ら
れ

る
と
き
は
…

・
国
民
年
金
加
入
中
の
か
た
、
ま
た

は
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

間
を
満
た
し
て
い
る
か
た
が
亡
く

な
っ
た
と
き

・
死
亡
日
の
前
々
月
ま
で
の
加
入
期

間
の
う
ち
、
⅔  
以
上
保
険
料
を
納

め
て
い
る
と
き
、
あ
る
い
は
死
亡

日
の
前
々
月
ま
で
の
１
年
間
に
保

険
料
の
滞
納
が
な
い
と
き（
免
除
・

若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特

例
期
間
は
保
険
料
を
納
め
た
期
間

と
同
じ
よ
う
に
扱
わ
れ
ま
す
）

・
受
け
ら
れ
る
遺
族
は
、
亡
く
な
っ

た
か
た
に
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

た
子
、
ま
た
は
子
の
あ
る
妻
（
こ

の
場
合
、「
子
」
と
は
18
歳
到
達

年
度
末
ま
で
の
子
ど
も
、
ま
た
は

20
歳
未
満
で
国
民
年
金
法
で
定
め

る
１
・
２
級
の
障
害
の
あ
る
子
ど

も
を
い
い
ま
す
）

年
金
額
（
平
成
19
年
度
）

　

子
が
１
人
い
る
妻
の
場
合

　
　

１
，
０
２
０
，
０
０
０
円

　

子
が
受
け
る
場
合
（
子
が
１
人
）

　
　

７
９
２
，
１
０
０
円

※
子
の
数
に
よ
っ
て
金
額
が
変
わ
り

ま
す
。

●
● 

年
金
と
税
金 

●
●

◆
『
扶
養
親
族
等
申
告
書
』
は
提
出

し
ま
し
ょ
う

　

老
齢
の
年
金
は
所
得
税
法
上
「
雑

所
得
」
と
し
て
課
税
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
支
払
う
年
金
か
ら
各
種
控
除

を
行
い
、
残
り
の
額
に
一
定
率
を
掛

け
た
額
が
所
得
税
と
な
り
ま
す
。

　

各
種
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

毎
年
10
月
下
旬
に
社
会
保
険
業
務
セ

ン
タ
ー
か
ら
、
※
老
齢
の
年
金
受
給
者

で
年
金
額
が
１
５
８
万
円
（
65
歳
未

団体（男子）
順位 事業所名
優勝 日東電工株式会社
準優勝 深谷市役所
第3位 深谷赤十字病院
入賞 埼玉日東電工株式会社
入賞 リケンテクノス㈱埼玉工場

入賞 東京電力㈱熊谷支社
深谷営業センター

団体（女子）
順位 事業所名
優勝 埼玉グランドホテル深谷
準優勝 深谷市役所
第3位 医療法人好文会あねとす病院
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と　き　11月 17日㈯午前 9時～午後 4時
18日㈰午前 9時～午後 3時

ところ　総合体育館（深谷ビッグタートル）・仙元山公園

問い合わせ
〠366－0822　深谷市仲町20－1　深谷市産業祭実行委員会（商工振興課内）
☎574－ 6650　 574－ 6669　 shoukou@city.fukaya.saitama.jp

あなたが選ぶ
全国有名漬物 vs深谷特産  漬物早売り合戦

～“エヌワン”に合う漬物を探せ！～

　千枚漬け、野沢菜、わさび漬けなど全国の
有名漬物と市内岡部地域漬物業者自慢の漬物
との早売り合戦。さらに、エヌワングランプ
リ参加「麺」とマッチする漬物のアンケート
調査も行います。

第 2回 第 2回 深谷市産業祭 
秋の祭典

•  •  •  •  •  •  エヌワングランプリ
N‐One GP 2007   •  •  •  •  •  •

　～麺類最強最大決戦「武州煮ぼうとう三連覇なるか !?」～
産業祭限定のビッグイベント !!
　ふるさとを愛し郷土料理を愛する者たちのプライドをかけた、
究極の “麺” 味比べ対決！
　「武州煮ぼうとう」の三連覇なるか。はたまた「甲州ほうとう」、
「上州おっきりこみ」が歴代チャンピオンの意地を見せるか。さ
らに「八海山そば」、「保己一ちゃんこ」の勝算はいかに。
　特別参加の「和光鹿児島の会」（第 3回彩の国鍋合戦鍋奉行＜優
勝＞）による「本場黒豚肉入りだんご汁」の限定販売も要チェック !!
　勝敗は、来場の審査員（両日先着 200 人）により決定します。
審査員はファストパス方式（有料 500 円）で、参加 5団体の麺（審査員サイズ）を待つことなく、
アツアツのうちに召し上がれます。

産業祭は 無料送迎バスで行こう！産業祭は 無料送迎バスで行こう！産業祭は 無料送迎バスで行こう！
無料送迎バスは、20分ごとに運行！
しかも、会場まで徒歩０分と“大変便利！”

陸上競技場

わんぱくランド

野球場

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ場

ﾃﾆｽｺｰﾄ

ﾃﾆｽｺｰﾄ

ﾋﾞｯｸﾞﾀｰﾄﾙ

駐輪場

多目的広場バスを降りたら
すぐ会場！

送迎バス発着所
バスを降りたら
すぐ会場！

･･･送迎バス発着所
 （深谷駅以外は専用駐車場有り）

川本総合支所

駅南口

深谷市役所

岡部公民館北側駐車場

パティオ

花園トレーニングセンター

会場会場会場

会場内では無料送
迎バス利用者限定
抽選会を開催！

岡部駅 深谷駅

武川駅

140

　農業のまち “ふかや” の農業者が、自慢の農畜
産物を競う「農畜産物共進会」を開催します。展
示された野菜や花は、会場内で販売します !!

農産物頂上決戦

　「農畜産物共進会」会場内にある “チェックポ
イント” を探り当て、クイズに答えるスタンプラ
リーを開催。全問正解者にはすてきな賞品が！

  農産物スタンプラリー

　交通安全啓発品の配布、カッコイイ白バイの展
示や記念写真、さらに腹話術やマジックなど盛り
だくさん。
　また、リサイクル自転車の抽選販売（申し込み：
17 日～ 18 日午前、抽選販売：18 日午後）は毎
年大好評です。今回はどんな掘り出し物が…。

交通安全フェア

　市内小学校 4 年生、中学校 2 年生が夏休みを
利用して作成した環境ポスター展です。市長賞お
よび入賞作品の展示を行います。ごみ削減につい
てのアンケートに協力していただいたかたへ、マ
イバッグをプレゼント。

環境フェア

　獣医師が、かわいいペットの健康相談に応じま
す。また、ペット用品のサンプル配布もあります。

ペットの健康相談

　会場に隣接した「わんぱくランド」では、産業
祭と併せて「秋まつり」を開催します。
　18 日には、ふれあい移動動物園がやって来て、
かわいい動物たちと触れ合うことができます。ま
た、子どもたちが楽しめるアトラクションも用意
していますので、ぜひご来場ください。

  わんぱくランド「秋まつり」

　深谷市の新米「彩のかがやき」と新鮮マグロの
コラボレーション！先着で試食ができます。マグ
ロの解体即売ショーもお見逃しなく！

新米「彩のかがやき」を食べよう

　ミニサイズの消防自動車（はしご車）と救急自動
車が出動。記念写真を撮りましょう。はいポーズ！

ミニ消防自動車

　未経験者も大歓迎 !!17 日には、大宮アルディー
ジャの専属スタッフによる、小学生を対象とした
サッカーアトラクションを開催します。

ミニアルディー・キッズパーク

「渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

」や「塙
はなわ

保
ほ

己
き

一
いち

」、「荻
おぎ

野
の

吟
ぎん

子
こ

」といっ
た埼玉ゆかりの偉人のパネル展を開催します。

埼玉ゆかりの偉人展

輪ゴム鉄砲、折り紙、ベーゴマなど、昔ながら
のおもちゃを作って、親子で遊びませんか？

親子手作りおもちゃで遊ぼう

　友好都市である南魚沼市（新潟県）、岡部町（静岡県）、田野畑村（岩手県）の物産展をはじめ、各種
PRグッズの無料配布も行います。

日本の伝統「瓦」展
～深谷の瓦の魅力～

　長い歴史を誇る、地場産品の “瓦” を広く
市民に理解していただくため、製品や写真パ
ネルの展示、瓦粘土を使用した手形の作成、
瓦造りの歴史コーナーなど、瓦の魅力を一挙
公開します。

カレッジ

College 祭

　市内各種教室の先生がたを中心とした
「College 交流会」で、作品の展示と即売、制
作・体験学習のほか、ダンスや日本舞踊の舞
台発表などを行います。
　この機会にステンドグラス、レースドール
などのオリジナル作品作りや、ジャンル豊か
な文化を楽しんでみてはいかがでしょうか。
　埼玉工業大学によるイベント（17 日）も、
お楽しみに！

カラオケ大会

　歌声自慢の皆さんが、この日のために練習
を積み重ねた得意の一曲を披露してくれます
（18 日）。

　焼き肉や牛乳などの無料配布・試食会を行いま
す。どんな掘り出し物、おいしい物に出会えるか！
乞
こ

うご期待 !!

商工業製品・農畜産物などの展示・即売



地
球
に
優
し
い
買
い
物
を
！

マ
イ
バ
ッ
グ
・
風
呂
敷
を
持
っ
て
行
こ
う
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ご
み
の
減
量
化
の
た
め
に
は
、
身

近
な
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

気
軽
に
で
き
る
取
り
組
み
と
し

て
、買
い
物
時
の
「
マ
イ
バ
ッ
グ
（
買

い
物
袋
）」
や
「
マ
イ
風
呂
敷
」
の

利
用
が
あ
り
ま
す
。
ご
み
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
多
い
レ
ジ
袋
や
紙
袋

を
減
ら
す
た
め
に
、
地
球
に
優
し
い

生
活
を
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
取
り

組
み
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

マ
イ
バ
ッ
グ
や
マ
イ
風
呂
敷

を
持
っ
て
買
い
物
に
行
く

レ
ジ
袋
の
利
用
や
不
要
な
包

装
を
控
え
る

簡
易
包
装
や
詰
め
替
え
商
品
な

ど
の
環
境
に
配
慮
し
た
も
の
を

選
ぶ

※
マ
イ
バ
ッ
グ
、
マ
イ
風
呂
敷
の
利

用
以
外
で
も
、
小
さ
な
心
掛
け

で
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
皆
さ
ん
も
環
境
に
配
慮
し
、

ご
み
の
減
量
化
の
た
め
の
取
り
組

み
や
独
自
の
ア
イ
デ
ア
に
よ
る
実

践
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
課
（
☎
５
７
４

―

８
５
７
２
）
へ

↑風呂敷が買い物袋に変身 !!
　風呂敷の角を 2つに結び、結び目を腕にかければ、マイ風呂敷の出来上がり !!

桜ヶ丘・藤沢・豊里・おかべ子育て支援センター
○以下の事業は予約制です　　11月 13日㈫午前9時から電話でお申し込みください

受け付け 事業名 内　　　容 会　場　・　日　時 対　　象 募集人員 参加料

桜ヶ丘子育て支援センター クリスマス会
杉山兄弟が作り出す感動のシャボン
玉ショーと夢のサンタクロースに会っ
て楽しいひとときを過ごしませんか？

大寄公民館　 12 月 8 日㈯
 午前 11 時～午後 0時 30 分

幼稚園や保育園
に通っていない未
就学児と保護者

先着 250 人
無料

藤沢子育て支援センター ベビービクス 赤ちゃんとたっぷりスキンシップを
取って体をほぐして遊んであげましょう

南公民館　12 月 20日㈭
 午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分 1歳半未満児 先着 30 組

豊里子育て支援センター 給食体験 給食を食べながら栄養士が食事
や栄養について相談に応じます

豊里子育て支援センター　12月13日㈭
 午前 11 時～正午

離乳食終了してい
る親子 先着 7組 親 300 円

子 250 円

おかべ子育て支援センター ヨガ教室 ヨガで子育ての疲れをリフレッシュ
しませんか？

おかべ子育て支援センター　12月 15日㈯
 午前 10 時～ 11 時 30 分

幼稚園や保育園
に通っていない未
就学児と保護者

先着 20 人 無料

○以下の事業は予約は必要ありません
受け付け 事業名 内　　　容 会　場　・　日　時 対　　象 募集人員 参加料

桜ヶ丘子育て支援センター パワフルらんど わくわく・おはなし教室がはたら
ふれあい館でも楽しめます

はたらふれあい館　11 月 1日㈭・15 日㈭
 午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分 幼稚園や保育園

に通っていない未
就学児と保護者

人数の制
限はありま
せん

無料豊里子育て支援センター ハートフル広場 お子さんの発達について保健師
がアドバイスします

豊里子育て支援センター　 11 月 20日㈫
 午前 10 時～ 11 時 30 分

おかべ子育て支援センター 積み木教室
（世代間交流）

みんなで楽しく、ひのきの積み木で
遊びましょう!!

おかべ子育て支援センター　 11 月 10日㈯
 午前 10 時～ 11 時 30 分 －

※クリスマス会にご参加のかたへお願い。
　●駐車場の都合上、自動車を乗り合わせてご来場ください。
　●暖房がありませんので、暖かい支度でお越しください。
※子育て支援センターは、日・月曜日、祝日はお休みです。
※その他の事業については、市ホームページ（ http://www.city.fukaya.saitama.jp/）・市モバイルサイト（
http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/）をご覧いただくか、各子育て支援センターへ電話でお問い合わせください。

子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センター
木の葉ダンス！一緒に踊ろうよ

桜ヶ丘子育て支援センター
藤沢子育て支援センター
豊里子育て支援センター
おかべ子育て支援センター
（みらい幼児園おかべ内）

☎574－ 8002
☎ 551－ 5055
☎ 587－ 1170
☎ 585－ 4101

■ ひとみ園で「煮ぼうとう」調理研修会を開催

My Town Topics

10 月 5 日、友好都市である静岡県岡部町の赤十字奉

仕団員 35 人が来深され、大寄公民館において、深谷市

赤十字奉仕団員と情報交換会を開催しました。

限られた時間の中、情報交換や渋沢栄一記念館の視察

などを行いました。

■ 静岡県岡部町赤十字奉仕団情報交換会

9 月 10日、民生委員制度創設 90周年記念平成 19年度第 33回埼玉県民生

委員・児童委員大会が埼玉会館で開催されました。
深谷市民生委員・児童委員協議会会長の岡田氏は、32年にわたり地域の福

祉向上に貢献された功績が評価され、永年勤続民生委員・児童委員特別感謝を

受賞されました。

■ 岡
おか

田
だ

清
きよし

氏が永年勤続民生委員・児童委員特別感謝受賞

■駅通り工場団地線の一部供用開始のお知らせ

　10月 2日、駅通り工場団地線の中央通り線から市道幹 36号線（旧

日赤通り）の間が供用開始となりました。

　また、供用開始に先立ち開通式が行われました。

　市内養護盲老人ホーム「ひとみ園」で、日本全国から集まった約 50人の栄

養士・調理師を対象とした「煮ぼうとう」調理研修会が開催されました。

　講師には「武州煮ぼうとう研究会」のかたを招き、「煮ぼうとう」作りを体

験しました。

第２庁舎

市役所 深谷商業

深谷駅

開通区間

中
央
通
り
線

市
道
幹
36
号
線

■ 故松
まつ

本
もと

忠
ちゅう

二
じ

氏叙勲伝達式

10 月 5日、故松本忠二氏の叙勲伝達式が行われました。

松本氏は、長きにわたり川本町議会議員として豊富な経験と指導力をもって地方

自治の伸展に貢献された功績により内閣総理大臣から勲記と勲章が送られました。

伝達式には、奥様の松本ノリ氏が出席され、市長より勲記と勲章が手渡されました。

■  新井市長へ表敬訪問に訪れた岡田清氏
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 男女共同参画
だんだん徐々に 「女性に対する暴力をなくす運動」

　　　　　　11月 12日㈪～ 25日㈰
　毎年、11月 12日～ 25日までの 2週間を、「女性に対する暴力をなく
す運動」の期間としています（11月 25日は、「女性に対する暴力撤廃国
際日」です）。

　暴力は、その対象の性別や、加害者・被害者の間柄を問わず、決して許
されるものではありませんが、特に、夫・パートナーからの暴力（ＤＶ）、
性犯罪、売買春、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー行為など、女
性に対する暴力は、女性の人権を著しく侵害するものであり、男女共同参
画社会を形成していく上で克服しなければならない重要な課題です。

　この運動期間をきっかけに、女性に対する暴力について考え、男女がお
互いの人権を尊重し、暴力のない社会づくりを進めましょう。

男女共同参画に関するお問い合わせは、
L・フォルテ（人権政策課男女共同参画係・☎ 573－4761・火曜日休館）へ

＜お知らせ＞　この運動の啓発事業として、Ｌ・フォルテにおいて講座を開催します。
　『日常生活に役立つ法律あれこれ～ＤＶ被害を中心に～』　　講師：加

か

藤
とう

道
みち

子
こ

氏（弁護士）
　【と　き】　11月 25日㈰午前 10時～正午
　【ところ】　Ｌ・フォルテ　研修室Ａ
　※参加は無料です。申し込みは 11月 7日㈬から、直接または電話でＬ・フォルテへ（託児あり）。

深谷駅深谷駅

市役所第2庁舎市役所第2庁舎深谷駅通り線深谷駅通り線

{ {{

西島通り線西島通り線 駅通り工場団地線駅通り工場団地線

　

長
い
年
月
を
経
て
成
長
し
た
樹
木
は

貴
重
な
自
然
財
産
で
す
。
市
で
は
、
道

路
工
事
に
か
か
わ
る
自
然
の
保
護
に
努

め
、
緑
を
残
し
つ
つ
景
観
を
考
え
た
維

持
管
理
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
深
谷
第
一
高
等
学
校
前
の
交

差
点
付
近
の
旧
中
山
道
に
は
、
イ
チ
ョ

ウ
や
ク
ロ
マ
ツ
が
良
好
な
景
観
を
形
成

し
、
通
行
人
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま

す
が
、旧
中
山
道
は
県
道
の
た
め
県（
熊

谷
県
土
整
備
事
務
所
）
で
維
持
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
活
道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
課
（
☎
５
７
４
‐
８
８
６
１
）
へ

　

地
域
の
役
割
や
家
庭
教
育
の
重

要
性
を
再
認
識
し
、
青
少
年
健
全
育

成
活
動
を
よ
り
一
層
積
極
的
に
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
青
少
年

健
全
育
成
団
体
な
ど
関
係
者
お
よ
び

小
・
中
学
生
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
、

市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
と
き　

12
月
９
日
㈰
午
後
１
時
〜

４
時
30
分

■
と
こ
ろ　

深
谷
市
民
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル

■
主
催　

深
谷
市
・
深
谷
市
教
育
委

員
会
・
深
谷
市
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト

市
民
会
議

平
成
19
年
度　

青
少
年
健
全
育
成
深
谷
市
大
会 

開
催
！

心
と
体
に
優
し
い
歩
道
へ

■
内
容

①
中
学
生
の
主
張　
（
中
学
生
に

よ
る
作
文
発
表
）

②
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
（
テ
ー
マ
は

「
家
族
の
ふ
れ
あ
い
」
で
す
）

③
記
念
講
演

　

宮み
や
も
と本　

延ま
さ
は
る春

氏
（
高
校
教
師
・

教
育
再
生
会
議
委
員
）

　

演
題
「
人
は
、
夢
・
目
標
が
あ

れ
ば
変
わ
れ
る
ん
だ
！
」

④
大
会
宣
言

■
問
い
合
わ
せ　

深
谷
市
子
ど

も
サ
ポ
ー
ト
市
民
会
議
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
内
☎
５
７
２
‐

９
５
８
１
）
へ

宮
本
延
春　

氏

　

著
書
「
オ
ー
ル
１
の
落
ち
こ
ぼ
れ
、

教
師
に
な
る
」
で
全
国
に
知
ら
れ
る

熱
血
教
師
。
い
じ
め
・
不
登
校
・
両

親
と
の
死
別
を
体
験
。
中
学
校
時
代

の
成
績
は
オ
ー
ル
１
と
見
事
な
落
ち

こ
ぼ
れ
で
あ
っ
た
が
、「
教
師
に
な
る
」

と
い
う
夢
に
向
か
っ
て
発
起
。
現
在

は
、
数
学
教
師
と
し
て
母
校
の
教
壇

に
立
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
市
役
所
第
２
庁
舎
南
の

駅
通
り
工
場
団
地
線
と
そ
れ
に
続

く
西
島
通
り
線
、
そ
の
北
に
位
置

す
る
深
谷
駅
通
り
線
に
お
い
て
歩

道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
た
め
、

電
線
類
の
地
中
化
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

工
事
に
当
た
り
、
歩
道
に
影
響

を
与
え
て
い
る
街
路
樹
は
、
い
っ

た
ん
取
り
除
く
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
市
で
は
、
状
態
の
良
い
樹
木

に
つ
い
て
は
、
再
度
街
路
樹
と
し

て
の
利
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

街
路
樹
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

た
樹
木
は
現
在
、
皿
沼
グ
ラ
ウ
ン

ド
や
折
之
口
農
業
集
落
排
水
処
理

場
な
ど
に
移
し
て
あ
り
ま
す
。

移植作業
（駅通り工場団地線）

移植作業
（皿沼グラウンド）

移植

（撮影　井上 孝明）

心の広場
祖
父
の
骨
折

豊
里
中
学
校
３
年

江え

端ば
た 

彩さ

央お

梨り

　

私
の
祖
父
母
は
長
野
県
に
住
ん
で
い
ま
す
。

冬
は
と
て
も
寒
く
て
、
雪
も
多
少
で
す
が
積
も

り
ま
す
。
午
後
四
時
頃
を
過
ぎ
る
と
、
道
路
が

カ
チ
カ
チ
に
凍
っ
て
し
ま
う
の
で
、
車
に
も
乗

れ
ま
せ
ん
し
、
歩
け
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
寒
い
最

中
の
二
月
頃
、
祖
父
は
雪
が
と
け
て
凍
っ
て
い

た
外
階
段
を
踏
み
外
し
て
、
右
足
首
を
骨
折
し

ま
し
た
。
そ
ん
な
内
容
の
電
話
が
祖
母
か
ら
き

た
の
で
す
が
、
そ
の
時
は
あ
ま
り
大
変
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
三
年
前

に
祖
母
が
、
手
首
を
骨
折
し
た
時
の
こ
と
を
思

い
出
し
、
も
し
か
し
た
ら
と
て
も
大
変
な
こ
と

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。
祖

母
の
骨
折
の
時
は
、
手
首
で
骨
が
細
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
病
院
を
退
院
す
る
ま
で
に
約
三
ヶ

月
か
か
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
を
思
い
な
が

ら
、私
達
は
家
族
で
お
見
舞
い
に
行
き
ま
し
た
。

祖
父
が
入
院
し
て
い
る
病
院
に
行
っ
て
、
祖

父
の
様
子
を
見
て
、
最
初
に
私
が
思
っ
て
い
た

様
子
と
は
全
然
違
っ
て
、
と
て
も
大
変
だ
と
い

う
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
と
て
も
元
気
そ
う
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、歩
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
、

ど
れ
だ
け
不
便
な
こ
と
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
に

驚
い
た
の
で
す
。
祖
父
の
人
生
で
初
め
て
つ
え

を
使
っ
て
歩
い
て
い
ま
し
た
が
、
と
て
も
不
慣

れ
な
感
じ
に
見
え
て
、
時
々
つ
ま
づ
い
て
転
倒

し
て
し
ま
っ
た
り
、
と
に
か
く
誰
か
ら
見
て
も

大
変
そ
う
で
し
た
。
そ
の
う
ち
に
車
い
す
を
使

う
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
祖
母
の
骨

折
の
時
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
短
期
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
ギ
プ
ス
が
取
れ
る
ま
で
の
三
週

間
、
ず
っ
と
こ
の
状
態
で
生
活
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
だ
な
あ
と
思
う
と
、
本
当
に
祖
父
が

気
の
毒
に
思
え
ま
し
た
。

入
院
中
は
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
し
ま
し

た
が
、
入
浴
は
ギ
プ
ス
が
取
れ
る
ま
で
は
、
一

人
で
は
無
理
な
の
で
、祖
母
が
一
週
間
に
三
回
、

入
浴
補
助
の
た
め
に
病
院
に
通
い
ま
し
た
。
夫

婦
だ
か
ら
当
然
だ
と
思
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ

ま
で
で
す
が
、
相
手
を
気
遣
い
、
温
か
い
気
持

ち
が
な
け
れ
ば
、
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
と
思

い
ま
し
た
。

や
っ
と
ギ
プ
ス
が
取
れ
て
、
退
院
し
て
か

ら
も
、
し
ば
ら
く
足
を
動
か
さ
な
か
っ
た
せ
い

で
、
思
う
よ
う
に
歩
け
ず
、
車
の
運
転
な
ど
も

で
き
ず
、
職
場
の
人
達
に
も
、
大
変
迷
惑
を
か

け
た
り
し
た
そ
う
で
す
が
、
い
や
な
顔
も
せ
ず

に
い
ろ
い
ろ
と
、協
力
し
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
時
の
職
場
の
人
達
の
親
切
が
、
と
て
も
あ

り
が
た
か
っ
た
と
、
う
れ
し
そ
う
な
声
で
話
し

て
い
た
祖
父
が
、
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

足
の
骨
折
だ
け
で
、
こ
ん
な
に
大
変
な
の

で
す
か
ら
、
体
の
不
自
由
な
人
達
は
、
毎
日
の

生
活
が
ど
れ
だ
け
不
安
で
、
大
変
な
こ
と
な
の

か
、
想
像
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
う
い
っ

た
人
達
の
中
に
は
、
不
自
由
の
な
い
私
よ
り
、

元
気
で
明
る
く
て
何
で
も
で
き
て
、
と
て
も
パ

ワ
フ
ル
な
人
達
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
私
は
美

術
部
で
す
が
、
そ
ん
な
私
の
書
い
た
絵
よ
り
、

口
や
足
で
筆
を
持
っ
て
、書
か
れ
た
絵
の
方
が
、

ず
っ
と
う
ま
く
て
驚
か
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

　

今
の
こ
の
社
会
で
は
、
体
の
不
自
由
な
人
を

見
る
と
、自
分
に
は
関
係
な
い
よ
う
な
態
度
で
、

目
を
そ
ら
し
て
し
ま
う
人
達
が
、
ほ
と
ん
ど
だ

と
思
い
ま
す
が
、
た
ま
た
ま
私
は
、
祖
父
の
そ

う
い
っ
た
経
験
を
聞
い
て
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
体
が
不
自
由
な
人
達
に
も
、
祖
父
が
し

て
も
ら
っ
た
よ
う
な
、
相
手
の
人
を
気
遣
い
、

温
か
い
心
で
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
に
、

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
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休日急患診療所 こども夜間診療所

 11月 3 日・4日・11日・18日・23日・25日
診療日

11月 3日・4日・10日・11日・17日・18日
23日・24日・25日

 12月 2 日・9日・16日・23日・24日・30日
31日

12月 1日・2日・8日・9日・15日・16日・22日
23日・24日・29日・30日・31日

午前 9 時～正午・午後 2 時～ 5時 診療時間 午後 7時～10 時
内科・小児科・外科 診療科目 小児科・内科
診療場所は、総合健診センター・休日急患診療所（常盤町・☎573－7723）です
※携帯電話から検索できます　 http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

1617
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事業名 実施日時など 対象者など

離乳食教室 11 月 13 日㈫
12 月 11 日㈫

（受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3 ～ 4 か月児　※ 1週間前までに要電話
予約（託児を希望されるかたは予約時にご相談ください）

4か月児健康診査

11 月 16 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 19 年　6月 23 日～  7 月  3 日生まれ

11 月 20 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 19 年　7月  4 日～  7 月 15 日生まれ

12 月 4 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 19 年　7月 16 日～  7 月 25 日生まれ

1歳 6か月児
健康診査

11 月 15 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 18 年   4 月 18 日～  4 月 30 日生まれ

12 月 6 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 18 年   5 月  1 日～  5 月 15 日生まれ

3歳児健康診査
11 月 22 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 16 年   4 月 20 日～  4 月 30 日生まれ

12 月 5 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 16 年   5 月  1 日～  5 月 16 日生まれ

乳幼児相談 11 月 26 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

未就学児とその保護者
※午後は要電話予約

子育ての広場 11 月 26 日㈪ 午前 10 時～午後 4時 子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の
交流の場としてお部屋を開放

健康・不妊・
介護・禁煙相談

毎週月～金曜日
（祝日を除く） 午前 8時 30 分～午後 5時 15 分 ※要電話予約

こころの健康相談 11 月 13 日㈫ 午後 2時～ 3時 50 分
精神的不安や対人関係、お酒に関する悩み、心の
病気などや福祉制度などについて相談のあるかた
※要電話予約

BCG接種
11 月 16 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 2時）

深谷・岡部区域の平成 19 年 7 月 16 日～  8 月 15 日生まれ
 ■会場は総合健診センターです

マタニティ教室
11 月 2 日㈮

9日㈮
17 日㈯

（受け付け：午前 9時 30 分～、
17 日は午前 9時 20 分～）

おおむね妊娠中期（16 週～ 27 週）の妊婦と夫、
祖父母
※要電話予約

●深谷市保健センターの保健事業　（☎575― 1101）

事業名 実施日時など 対象者など

離乳食教室
11 月 21 日㈬ （受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3 ～ 4 か月児　※ 1週間前までに要電話

予約（託児を希望されるかたは予約時にご相談ください）
 

■会場は花園保健センターです 

1歳 6か月児
健康診査 11 月 13 日㈫　（受け付け：午後 1時～ 2時） 川本・花園区域の平成 18 年 3 月・ 4 月生まれ

乳幼児相談 11 月 14 日㈬ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

未就学児とその保護者
※午後は要電話予約

子育ての広場 11 月 14 日㈬ 午前 10 時～午後 4時 子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の
交流の場としてお部屋を開放

成人健康相談 11 月 14 日㈬ 午後 1時 30 分～ 2時 30 分 市内にお住まいのかた

ポリオ 11 月 8 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 初回：川本区域の平成 19 年 1 月～  6 月生まれ
追加：川本区域の平成 18 年 7 月～ 12 月生まれ

BCG接種

11 月 2 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分）
川本・花園区域の平成 19 年 7 月生まれ

 

■会場は花園保健センターです
12 月 6 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分）

川本・花園区域の平成 19 年 8 月生まれ
 

■会場は川本保健センターです

●川本保健センターの保健事業　（☎583― 2532）　川本福祉健康課

眼科・耳鼻咽喉科休日診療医院

笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市

とき 休日診療医院名 問い合わせ
11月 3日㈷ 神足眼科医院 ☎ 574 － 6754
11月11日㈰ 矢部耳鼻咽喉科 ☎ 574 － 3535
11月23日㈷ 高橋眼科医院 ☎ 571 － 0318
※変更になる場合があります

●岡部保健センターの保健事業　（☎585― 2214）　岡部福祉健康課

事業名 実施日時など 対象者など

4か月児健康診査 11 月 21 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 2時） 岡部区域の平成 19 年 6 月・ 7 月生まれ

3歳児健康診査 11 月 29 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 岡部区域の平成 16 年 4 月・ 5 月生まれ

乳幼児相談
11 月 19 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分

午後  1 時～  4 時 未就学児とその保護者
※午後は要電話予約

 ■会場はおかべ子育て支援センター（みらい幼児園内）です

子育ての広場
11 月 19 日㈪ 午前 10 時～午後 4 時 子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の

交流の場としてお部屋を開放
 ■会場はおかべ子育て支援センター（みらい幼児園内）です

老人健康相談
12 月 7 日㈮ 午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

市内にお住まいのかた
 ■会場は岡部荘です

BCG接種
11 月 16 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 2時）

岡部・深谷区域の平成 19 年 7 月 16 日～  8 月 15 日生まれ
 ■会場は総合健診センターです

ポリオ 12 月 4 日㈫
5日㈬

（受け付け：午後 1時～ 2時） 初回：岡部区域の平成 19 年 1 月～  6 月生まれ
追加：岡部区域の平成 18 年 7 月～ 12 月生まれ

事業名 実施日時など 対象者など

離乳食教室 11 月 21 日㈬ （受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3 ～ 4 か月児　※ 1週間前までに要電話
予約（託児を希望されるかたは予約時にご相談ください）

1歳 6か月児
健康診査

11 月 13 日㈫　（受け付け：午後 1時～ 2時）
花園・川本区域の平成 18 年 3 月・ 4 月生まれ

 

■会場は川本保健センターです 

乳幼児相談 11 月 12 日㈪
12 月 3 日㈪

午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

未就学児とその保護者
※午後は要電話予約

子育ての広場 11 月 12 日㈪
12 月 3 日㈪ 午前 10 時～午後 4時 子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の

交流の場としてお部屋を開放

BCG接種

11 月 2 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分）
花園・川本区域の平成 19 年 7 月生まれ

 

■会場は花園保健センターです
12 月 6 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分）

花園・川本区域の平成 19 年 8 月生まれ
 

■会場は川本保健センターです

ポリオ 11 月 7 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 2時） 初回：花園区域の平成 19 年 1 月～  6 月生まれ
追加：花園区域の平成 18 年 7 月～ 12 月生まれ

　

●花園保健センターの保健事業　（☎584― 1123）　花園福祉健康課

休日急患の診療

とき 休日診療医院名 問い合わせ

12月2日㈰
石川アイクリニック ☎ 572 － 6315
仲町診療所 ☎ 571 － 2622

12月9日㈰ 正田眼科 ☎ 571 － 1198



お
わ
び
と
訂
正

お
わ
び
と
訂
正

　

広
報
ふ
か
や
10
月
号
で
掲
載
さ
れ
た
記

事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し

て
改
め
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

誤
↓
同
教
室
に
参
加
さ
れ
た
か
た

正
↓
同
教
室
に
未
参
加
の
か
た

精
神
障
害
者
家
族
心
理
教
室

　

精
神
障
害
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
や

家
族
の
対
応
の
仕
方
を
学
び
、
仲
間
づ
く

り
を
し
て
い
く
場
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

氏名 住所 電話番号

【1日目】

11月 20日㈫
午後 2時～ 4時

講話（医師）

「統合失調症への正しい知識を深める」

質疑応答

【2日目】

11月 27日㈫

午後 1時 30分

～ 3時 30分

講話（精神保健福祉士）

「家族の接し方、病院との上手なつきあい方について」

質疑応答

【3日目】

12月 4日㈫ 午前 9時 30分

～ 11時 30分

市内家族会代表者の話

小規模地域生活支援センター「それいゆ」見学

家族心理教室参加者同士の交流会

【4日目】

12月 19日㈬

社会参加サポート教室「パンヤオ」見学参加

家族心理教室参加者同士の交流会

と
こ
ろ　
深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー
大
会
議

室
（
３
日
目
は
見
学
会
場
に
集
合
し
ま
す
）

対
象　

市
内
在
住
で
、
医
師
の
診
察
を
受

け
、
統
合
失
調
症
と
診
断
さ
れ
た
か
た

を
も
つ
家
族
の
か
た
（
昨
年
度
ま
で
の

同
教
室
に
未
参
加
の
か
た
に
限
り
ま
す
）

募
集
人
員　

20
人

受
講
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

深
谷
市
保
健
セ

ン
タ
ー
（
☎
５
７
５
‐
１
１
０
１
）
へ

講　

座

講　

座

Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
事
業

①
「
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
座
」

　

実
際
に
食
事
を
し
な
が
ら
、
基
礎
的
な

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
ま
す
。

と
き　

12
月
９
日
㈰
午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

市
内
（
花
園
地
区
）

※
詳
細
は
申
込
時
に
案
内

講
師　

山や
ま

谷た
に

月つ
き

乃の

氏
（
ロ
マ
ラ
ン
マ
ナ
ー

代
表
）

対
象　

市
内
在
住
在
勤
者

定
員　

16
人

参
加
料　

３
，
０
０
０
円
（
食
事
代
）

②「
女
性
の
た
め
の
輝
力
ア
ッ
プ
講
座
」

　

お
客
様
を
お
迎
え
す
る
と
き
な
ど
に
役

立
つ
、
お
も
て
な
し
の
心
得
を
身
に
付
け

ま
せ
ん
か
。

と
き　

１
日
目
＝
11
月
26
日
㈪
、
２
日
目

＝
11
月
29
日
㈭
の
２
日
コ
ー
ス
。
両
日

と
も
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ　

Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
研
修
室
Ａ

内
容　

１
日
目
＝
「
テ
ー
ブ
ル
で
の
お
も

て
な
し
の
心
得
」、
２
日
目
＝
「
菓
子

器
づ
く
り
」

講
師　

山や
ま

谷た
に

月つ
き

乃の

氏
（
ロ
マ
ラ
ン
マ
ナ
ー

代
表
）・
茂も

木ぎ

階と
も

子こ

氏（
花
ば
た
け
代
表
）

対
象　

市
内
在
住
在
勤
者
で
、
２
日
間
と

も
参
加
で
き
る
か
た

定
員　

16
人

参
加
料　

１
，
２
０
０
円
（
材
料
費
）

③
絵
て
が
み
講
習
会

と
き　

12
月
２
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

L
・
フ
ォ
ル
テ
研
修
室
A

講
師　

木き

部べ

昌ま
さ

子こ

氏
（
年
金
者
絵
手
紙
ク

ラ
ブ
代
表
）

対
象　

市
内
在
住
在
勤
者

定
員　

16
人

参
加
料　

１
０
０
円
（
材
料
費
）

※
託
児
あ
り
（
２
歳
以
上
就
学
前
ま
で
）

④
家
庭
で
で
き
る
介
護
食
事
支
援
講
座

と
き　

12
月
16
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

L
・
フ
ォ
ル
テ
研
修
室
A

講
師　

依よ

田だ

清き
よ

子こ

氏
（
栄
養
士
）

対
象　

市
内
在
住
在
勤
者

定
員　

24
人

参
加
料　

無
料

※
託
児
あ
り
（
２
歳
以
上
就
学
前
ま
で
）

⑤
家
庭
の
医
学
講
座
〜
く
す
り
と
は
〜

と
き　

11
月
28
日
㈬
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

L
・
フ
ォ
ル
テ
研
修
室
A

講
師　

大お
お

澤さ
わ

宏ひ
ろ
し

氏
（
薬
剤
師
）

対
象　

市
内
在
住
在
勤
者

定
員　

24
人

参
加
料　

無
料

※
託
児
あ
り
（
２
歳
以
上
就
学
前
ま
で
）

①
〜
⑤
の
問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み

　

11
月
７
日
㈬
午
前
９
時
か
ら
、
直
接
ま
た

は
電
話
で
L
・
フ
ォ
ル
テ
（
☎
５
７
３
‐

４
７
６
１
・
火
曜
日
休
館
）
へ

パ
ソ
コ
ン
教
室

と
こ
ろ　

深
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
深

谷
公
民
館
Ｉ
Ｔ
ル
ー
ム

対
象　

市
内
在
住
在
勤
者
で
、
各
対
象
要

件
を
満
た
す
か
た

定
員　

各
講
座
先
着
18
人

参
加
料　

５
０
０
円
（
資
料
代
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

11
月
22
日
㈭

午
前
８
時
30
分
か
ら
、
参
加
料
を
添
え

て
深
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
深
谷
公

民
館
（
☎
５
７
１
‐
０
５
０
６
）
へ

講座名 内　　容 と　き（12月） 対　　象

年賀状作成講座 Word を使って年賀状の文面を作成する 3日㈪

午前 9時
～正午

日本語入力が
できるかた

チラシ作成 ワードアートを使って、見や
すくきれいなチラシの作成 5日㈬

写真入カード作成 デジカメ写真を入れたポストカードの作成 8日㈯

新Excel 入門 表の作成、計算式と関数
の入力など

10日㈪
11日㈫

インターネット入門 ホームページを見る、お気に入りへの登録 13日㈭

Word 入門 案内文など文章の作成 18日㈫
19日㈬

催　

し

催　

し

第
２
回
深
谷
市
児
童
・
生
徒
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
作
品
展

　

市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

が
、
授
業
や
ク
ラ
ブ
の
時
間
な
ど
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
作
成
し
た
作
品
を
展

示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き　

12
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
30
分

笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市 1819

情
報
ひ
ろ
ば

IN
FO
R
M
A
T
IO
N

※
文
化
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
市
民
団
体
な
ど
の
情
報
に
つ
い
て
は
、

別
冊
の
「
お
し
ら
せ
版
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す

Fukaya City Information,2007.11,Japan

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
文
化
会
館
展
示
室

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課
（
☎
５
７
２

‐
９
５
７
８
）
へ

深
谷
で
あ
そ
ぼ
！
〜
文
化
体
験
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
〜
を
開
催
し
ま
す
！

　

落
語
や
映
画
、
演
劇
や
町
並
み
デ
ザ
イ
ン

な
ど
芸
術
体
験
し
な
が
ら
深
谷
で
遊
ぼ
う
！

※
本
事
業
は
市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
協
働
し
て
実

施
し
ま
す
。

内容 とき 対象 申込締切

①
ふかや寄席だよ～落語体験
講師：古今亭志ん太（落語家）

ほか

11月 18日㈰・24日㈯
※ 24日は演芸会

小・中・高校生
40人

電話で
11月 14日㈬
まで

②
映画を作ろう～ふかや映画教室
講師：たかひろや（監督）ほか

12月 8日㈯・9日㈰
＋上映会 1回

小・中・高校生
20人

往復はがきで
11月 26㈪
（消印有効）まで

③
楽しく深谷をデザインしよう
講師：柴川敏之（現代美術家）

ほか
12月 22日㈯・23日㈷

小・中学生
40人

④
演劇～からだと声であそぼ！
講師：劇団シナトラ　ほか

1月 13日㈰・27日㈰・
2月 10日㈰・24日㈰

小学 3年生
～中学生
25人

　

ま
ず
は
第
一
弾
「
ふ
か
や
寄
席
だ
よ
〜

落
語
体
験
」
が
始
ま
る
よ
。

と
き　

体
験
＝
11
月
18
日
㈰
、
演
芸
会
＝

24
日
㈯

内
容　

プ
ロ
の
噺は

な
し
か家

か
ら
落
語
の
言
葉
遊

び
や
手
拭ぬ

ぐ

い
遣
い
な
ど
を
学
び
ま
す
。

着
物
姿
で
落
語
家
に
変
身
だ
！

参
加
料　

無
料
（
一
部
保
険
代
を
頂
く
場

合
が
あ
り
ま
す
）

対
象　

市
内
在
住
在
勤
者
（
３
歳
以
上
・

自
分
で
歩
け
る
か
た
）

募
集
人
員　

先
着
50
人

内
容　

自
然
散
策

参
加
料　

無
料（
昼
食
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

申
し
込
み　

各
図
書
館
窓
口

問
い
合
わ
せ　

花
園
図
書
館
（
☎
５
７
９

‐
１
３
３
３
）
へ

■
図
書
館
休
館
日
（
４
館
共
通
）

〔
11
月
〕
＝
５
日
㈪
・
12
日
㈪
・
19
日
㈪
・

26
日
㈪
・
27
日
㈫
・
30
日
㈮

〔
12
月
〕
＝
３
日
㈪
・
10
日
㈪
・
17
日
㈪
・

25
日
㈫
・
29
日
㈯
・
30
日
㈰
・
31
日
㈪

■
秋
の
特
別
整
理
休
館
（
蔵
書
点
検
）

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

深
谷
市
立
図
書
館
＝
11
月
14
日
㈬
〜
18

日
㈰

■
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.lib
.c
ity.fu

ka
ya
.sa
i

ta
m
a
.jp
/生　

活

生　

活

ひ
と
り
親
家
庭
就
学
支
度
金
支
給
制

度
の
ご
利
用
を

　

県
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
が
中

学
校
に
入
学
す
る
と
き
、
就
学
支
度
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

対
象　
母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
、
ま
た
は

親
の
な
い
児
童
を
養
育
し
て
い
る
か
た

で
、
平
成
20
年
４
月
に
中
学
校
に
就
学

す
る
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
市
町
村
民

税
非
課
税
世
帯
（
申
請
者
お
よ
び
同
居
し

て
い
る
申
請
者
の
扶
養
義
務
者
全
員
が

平
成
18
年
分
の
所
得
に
対
す
る
市
町
村

民
税
の
税
金
額
が
０
円
の
世
帯
）
の
か
た

※
生
活
保
護
受
給
世
帯
を
除
く

支
給
額　

児
童
１
人
に
つ
き
１
０
，
０
０
０
円

申
請
方
法　

児
童
課
・
各
総
合
支
所
福
祉

健
康
課
で
申
請
書
を
配
布
・
受
け
付
け

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
読
書
週
間
行
事

〜
深
谷
の
民
話
〜

　

市
内
各
地
区
に
伝
わ
る
民
話
や
伝
承
に

つ
い
て
の
展
示
・
図
書
の
紹
介
・
貸
し
出

し
を
行
い
ま
す
。

と
き　

11
月
９
日
㈮
ま
で
（
図
書
館
休
館

日
を
除
く
）

と
こ
ろ　
市
立
図
書
館
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
前

深
谷
市
立
図
書
館

■
ち
い
さ
い
子
の
た
め
の
お
は
な
し
会

と
き　

11
月
７
日
㈬
午
前
11
時
〜

■
お
は
な
し
会

と
き　

11
月
24
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館
（
☎
５
７
１

‐
８
２
１
０
）
へ

岡
部
図
書
館

■
お
は
な
し
会

と
き　

11
月
17
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

岡
部
公
民
館
２
階
和
室

問
い
合
わ
せ　

岡
部
図
書
館
（
☎
５
８
５

‐
５
９
６
８
）
へ

川
本
図
書
館

■
お
は
な
し
会

と
き　

11
月
10
日
㈯
午
後
２
時
〜
３
時

対
象　

５
歳
く
ら
い
〜
小
学
校
低
学
年

問
い
合
わ
せ　

川
本
図
書
館
（
☎
５
８
３

‐
６
２
５
０
）
へ

花
園
図
書
館
（
ア
ク
ロ
ス
）

■
子
ど
も
お
は
な
し
・
映
画
会

と
き　

11
月
11
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜

内
容　

お
は
な
し
と
映
画
「
忍
た
ま
乱
太

郎
の
が
ん
ば
る
し
か
な
い
さ
２
」、「
エ

リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
」

■
お
は
な
し
玉
手
箱
（
お
は
な
し
会
）

と
き　

11
月
11
日
㈰
午
後
３
時
〜

■
鐘
撞
堂
山
ふ
る
さ
と
の
森
自
然
体
験
教

室
（
ハ
イ
キ
ン
グ
）

と
き　

12
月
１
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後
１

時
30
分

と
こ
ろ　

鐘
撞
堂
山
（
武
蔵
野
地
内
）

第
２
回
心
の
輪
を
広
げ
る
深
谷
市
障

害
者
文
化
作
品
展

　

毎
年
12
月
９
日
は
「
障
害
者
の
日
」、

12
月
３
日
〜
９
日
ま
で
は「
障
害
者
週
間
」

で
す
。
こ
の
週
間
に
ち
な
み
「
第
２
回
心

の
輪
を
広
げ
る
深
谷
市
障
害
者
文
化
作
品

展
」
を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

と
き　

12
月
７
日
㈮
〜
11
日
㈫
午
前
９
時

〜
午
後
６
時
（
最
終
日
は
正
午
ま
で
）

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
文
化
会
館
展
示
室

作
品　

絵
画
、
写
真
、
書
、
手
工
芸
品
、

俳
句
、
川
柳
、
彫
刻
、
陶
芸
ほ
か
多
数

出
品
者　

市
内
在
住
在
勤
在
園
の
障
害

児
・
者

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉
課
（
☎
５
７
１

‐
１
０
１
１
）
へ

秋
の
火
災
予
防
運
動

『
火
は
見
て
る

　

あ
な
た
が
離
れ
る　

そ
の
時
を
』

　

11
月
９
日
㈮
〜
15
日
㈭
の
７
日
間
、
秋

季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

昨
年
、
住
宅
火
災
に
よ
る
全
国
の
死

者
数
は
１
，
１
８
７
人
で
、
こ
の
う
ち

６
８
７
人
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
っ

て
お
り
、
死
者
の
約
60
％
を
占
め
て
い
ま

す
。

　

高
齢
者
の
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
者
の
発

生
を
防
ぐ
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
既
存
の

住
宅
は
平
成
20
年
６
月
１
日
㈰
ま
で
に
設

置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
依
然
と
し
て
放
火
火
災
が
出
火

原
因
の
第
１
位
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
日
ご
ろ

か
ら
家
庭
・
地
域
な
ど
で
、
放
火
さ
れ
な

い
よ
う
家
の
周
囲
に
燃
え
や
す
い
物
を
置

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

予
防
課
（
☎
５
７
１
‐

０
９
１
３
）
へ

ま
た
、
現
代

の
深
谷
で
も

多
く
の
作
陶

家
が
意
欲
作

を
競
っ
て
い

ま
す
。
今
回

の
展
示
で
は
古
代
か
ら
現
代
の
「
や
き
も

の
」
作
品
を
通
観
し
て
、
移
り
変
わ
り
や

そ
の
美
し
さ
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
22
日
㈭
〜
12
月
５
日
㈬
（
休

館
日
＝
11
月
26
日
㈪
・
27
日
㈫
・
30
日

㈮
、
12
月
３
日
㈪
）

と
こ
ろ　

市
立
図
書
館
３
階
展
示
室

主
な
展
示
品　

市
内
遺
跡
出
土
品
、
市
内

作
陶
家
作
品

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
（
☎
５
７
２

‐
９
５
８
１
）
へ

和
の
真
髄
！
津
軽
三
味
線

　

本
物
の
舞
台
芸

術
を
鑑
賞
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
津
軽

の
音
が
魂
を
揺
さ

ぶ
り
ま
す
！

と
き　

12
月
15
日

㈯
開
場
＝
午
後

１
時
、
開
演
＝

午
後
２
時

と
こ
ろ　

花
園
文
化
会
館
ア
ド
ニ
ス

出
演　

津
軽
三
味
線
グ
ル
ー
プ
「
脩

し
ゅ
う

一い
ち

朗ろ
う

＆
大だ

い

地ち

」

※
小
・
中
・
高
校
生
と
そ
の
保
護
者
向
け

の
公
演
で
す
が
、
大
人
だ
け
で
観
覧
を

希
望
さ
れ
る
か
た
の
た
め
の
席
も
用
意

し
ま
し
た
。

入
場
料　
無
料
（
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
）

※
11
月
20
日
㈫
か
ら
生
涯
学
習
課
と
花
園

文
化
会
館
ア
ド
ニ
ス
で
入
場
整
理
券
を

先
着
各
１
０
０
人
分
（
お
一
人
様
２
人

分
ま
で
）
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
（
☎
５
７
２

‐
９
５
８
１
）
へ

講
師　

古こ

今こ
ん

亭て
い

志し

ん
太た

（
深
谷
出
身
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

①
は
電
話
で

11
月
14
日
㈬
ま
で
に
、
②
〜
④
は
往
復

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
・
参
加
し
た
い
回
を
明
記
の
上
、

11
月
26
日
㈪
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
生

涯
学
習
課
「
深
谷
で
あ
そ
ぼ
！
」
係
（
〠

３
６
６
‐
０
８
２
３
・
本
住
町
17
‐
３
・

☎
５
７
２
‐
９
５
８
１
）
へ

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

「
深
谷
の
や
き
も
の
」
展

　

深
谷
で
は
各
地
の
発
掘
調
査
で
各
時
代

の
「
や
き
も
の
」
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

■ 

広
報
ふ
か
や
は
、
点
字
版
と
テ
ー
プ
・
Ｃ
Ｄ
版
も
発
行
し
て
い
ま
す
。
送
付
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
市
社
会
福
祉
協
議
会(

☎
５
７
３
ー
６
５
６
３)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■臨時の保育士・学童保育指導員を募集しています。

問い合わせ　児童課保育係（☎ 574－ 6646）へ

往信（表） 往信 (裏 )

　
　

深
谷
市
本
住
町
17
番
３
号

　
　

深
谷
市
教
育
委
員
会

　
　

生
涯
学
習
課

　
　
「
深
谷
で
あ
そ
ぼ
！
」
係
行

住
所

氏
名

年
齢

電
話
番
号

参
加
し
た
い
回
（
②
〜
④
）

ひ
と
言

返信（表） 返信（裏）

　
　

あ
な
た
の
ご
住
所

　
　

あ
な
た
の
お
名
前　

様

空
欄

〒 366-0823



を
し
ま
す
の
で
、
12
月
28
日
㈮
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
支
度
金
は
、
口

座
振
り
込
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
申

請
者
ご
本
人
名
義
の
普
通
口
座
の
通
帳

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外
）
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
な
お
、
受
付
日
を
過
ぎ
ま
す

と
、
支
給
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

児
童
課
（
☎
５
７
４
‐

６
６
４
６
）
ま
た
は
、
県
こ
ど
も
安

全
課
児
童
手
当
・
母
子
福
祉
担
当
（
☎

０
４
８
‐
８
３
０
‐
３
３
３
７
）
へ

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
現
況
届
の
提
出

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の
受
給
者

（
受
給
資
格
者
）
の
か
た
は
11
月
に
現
況

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
児
童
扶
養
手

当
に
該
当
し
て
い
る
か
た
は
、
児
童
扶
養

手
当
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
の
で
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
を
提
出
し

て
い
な
い
か
た
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
助
成
も
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
お
早
め
に
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
）。

　

こ
の
届
け
は
前
年
の
所
得
状
況
、
養
育

状
況
お
よ
び
受
給
資
格
な
ど
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
提
出
い
た
だ
か
な
い

場
合
、
平
成
20
年
１
月
１
日
㈷
以
降
の
医

療
費
助
成
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
か
た
に
は
、
11
月
上
旬
ま
で

に
通
知
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご

確
認
の
上
、
必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

児
童
課
（
☎
５
７
４
‐

６
６
４
６
）
へ

熊
谷
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

電
子
認
証
の
普
及
拡
大
の
観
点
か
ら
、

平
成
19
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
「
電
子

証
明
書
を
有
す
る
個
人
の
電
子
申
告
に
係

る
所
得
税
額
の
特
別
控
除
」
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

　

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
場

合
、
電
子
申
告
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）
を
利
用

し
て
、
本
人
の
電
子
署
名
お
よ
び
電
子
証

明
書
（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
）
を

併
せ
て
送
信
し
た
と
き
は
、
所
得
税
額
か

ら
５
，
０
０
０
円
を
限
度
に
控
除
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
平
成
19
年
分
ま
た

は
20
年
分
の
い
ず
れ
か
１
回
）。

　

な
お
電
子
証
明
書
と
し
て
使
用
す
る
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
の

発
行
は
、
市
役
所
市
民
課
で
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
ご
自
宅
な
ど
で
電
子
申
請

を
行
う
た
め
に
は
、住
基
カ
ー
ド
の
ほ
か
、

別
途
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

電
子
申
告
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）
な
ど
の
ご
案

内
・
問
い
合
わ
せ　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.e
-ta
x.n
ta
.

g
o
.jp

ま
た
は
熊
谷
税
務
署
個
人
課
税

部
門
（
☎
５
２
１
‐
５
６
４
９
）
へ

住
基
カ
ー
ド
発
行
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

市
民
課
（
☎
５
７
４
‐
６
６
４
０
）
へ

そ
の
他

そ
の
他

秋
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
を
実
施
し
ま
す
！

〜
ク
リ
ー
ン
深
谷

＞

11
・
25

＜

〜

　
「
ご
み
の
な
い
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
11
月
25
日
㈰
、
市
内
全
域
で

「
秋
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
を
通
じ
て
、
ポ
イ

捨
て
な
ど
に
対
す
る
環
境
美
化
意
識
を
よ

り
一
層
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

と
き　

11
月
25
日
㈰
午
前
８
時
〜
（
小
雨

決
行
・
前
日
と
当
日
の
朝
、
防
災
無
線

で
放
送
し
ま
す
）

ご
み
の
種
類
と
収
集
区
域　

道
路
や
河

川
、住
宅
周
辺
に
落
ち
て
い
る
空
き
缶
・

空
き
瓶
・
紙
く
ず
な
ど
の
ご
み
お
よ
び

不
法
投
棄
物

収
集
場
所
と
回
収　

空
き
缶
・
空
き
瓶
は

配
布
さ
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
分
別
し
て

収
集
し
、
不
法
投
棄
物
も
そ
の
日
の
う

ち
に
各
自
治
会
で
指
定
さ
れ
た
場
所
に

集
め
て
く
だ
さ
い
。
回
収
は
翌
日
以
降

に
市
で
行
い
ま
す
。

　

紙
く
ず
な
ど
の
ご
み
は
翌
日
の
朝
８
時

30
分
ま
で
に
通
常
の
ご
み
収
集
所
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境
保
全
係
（
☎

５
７
４
‐
８
５
７
２
）
へ

市
有
地
を
売
却
し
ま
す

①
市
有
地
一
般
競
争
入
札
の
お
知
ら
せ

　

左
表
の
市
有
地
を
一
般
競
争
入
札
に
よ

り
売
却
し
ま
す
。
入
札
に
参
加
ご
希
望
の

か
た
は
、
実
施
要
領
を
ご
覧
の
上
、
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

売
却
予
定
地

物件番号 土地の所在地 地目 地積（㎡）最低売却価格（円）

19 － 1 上柴町東 7丁目 17番 1 宅地 2,084.66 65,666,000

19 － 2 西島 11番 1 宅地 659.73 18,538,000

19 － 3 人見 963番 2 宅地 1,627.10 21,803,000

19 － 4 上柴町東 1丁目 30番 4 宅地 244.76 19,164,000

19 － 5 菅沼 81番 5 宅地 383.28 15,407,000

実
施
要
領
の
配
布
期
間　

11
月
26
日
㈪
〜

12
月
14
日
㈮
（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日

笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市21 20

を
除
く
）

実
施
要
領
の
配
布
場
所　
総
務
課
お
よ
び

各
総
合
支
所
総
務
課
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
申
込
期
間　

12
月
10
日
㈪
〜
14
日
㈮

入
札
日　

平
成
20
年
1
月
16
日
㈬

②
第
８
回
市
有
地
公
売
の
お
知
ら
せ

　

広
報
ふ
か
や
10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
市
有
地
公
売
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。

応
募
要
領
の
配
布
場
所　
総
務
課
お
よ
び

各
総
合
支
所
総
務
課
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
申
込
期
間　

11
月
12
日
㈪
〜
16
日
㈮

抽
選
日　

11
月
26
日
㈪

抽
選
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
大
会
議
室

①
・
②
の
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
（
☎

５
７
４
‐
６
６
３
４
）
へ

開
発
許
可
基
準
の
変
更
に
つ
い
て

　

11
月
30
日
㈮
か
ら
都
市
計
画
法
の
改
正

に
伴
い
、
市
街
化
調
整
区
域
に
家
を
建
て

る
場
合
の
親
族
要
件
が
一
部
見
直
し
に
な

り
ま
す
。

　

親
族
の
長
期
居
住
者
要
件
（
調
整
区
域

に
20
年
以
上
継
続
し
て
居
住
）
に
つ
き
ま

し
て
は
、
深
谷
市
お
よ
び
深
谷
市
に
隣
接

す
る
市
町
の
非
線
引
き
区
域
お
よ
び
都
市

計
画
区
域
外
は
適
用
外
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
既
存
集
落
外
の
区
域
区
分
日
前
か

ら
の
親
族
の
居
住
要
件
で
は
、
隣
接
市
町
の

非
線
引
き
区
域
が
適
用
外
と
な
り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
施
設
な
ど
に
つ
い
て
も
、
建

て
ら
れ
る
区
域
が
限
定
さ
れ
、
開
発
許
可

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

開
発
指
導
課
（
☎
５
７
４

‐
６
６
５
５
）
へ

川
本
文
化
会
館
の
川
本
公
民
館
ホ
ー

ル
へ
の
変
更
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
４
月
１
日
㈫
か
ら
川
本
文
化

会
館
は
川
本
公
民
館
ホ
ー
ル
と
な
り
ま
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９
月
の
善
意

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
９
月

の
寄
付
金
は
、
６
件
で
４
３
６
，

１
０
０
円
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
協
議

会(

☎
５
７
３
ー
６
５
６
３)

へ

防
災
行
政
無
線
放
送
内
容
の
ご
案
内

※
通
話
料
の
み
で
、
情
報
料
は
か
か
り
ま

せ
ん

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
番
号

０
１
８
０ 

ー 

９き
ゅ
う
き
ゅ
う
よ
ぼ
う
さ
い

９
４
４
３
１

彩
夏
到
来
08
埼
玉
総
体　

深
谷
市
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
男
子
）
競
技
の
会
場
地
で
す
。
開
催
期
間　

平
成
20
年
７
月
28
日
㈪
〜
８
月
３
日
㈰　

問
い
合
わ
せ　

深
谷
市
実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎
５
５
１
‐
４
８
０
２
）
へ

す
。
そ
れ
に
伴
い
４
月
以
降
の
利
用
申
し

込
み
は
、
公
民
館
と
同
じ
１
か
月
前
か
ら

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
舞
台
操
作
は
、
利

用
者
が
簡
便
に
操
作
で
き
る
範
囲
で
の
利

用
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
文
化
会
館
と
し
て
は
、
深
谷
市

民
文
化
会
館
、
花
園
文
化
会
館
ア
ド
ニ
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

（
☎
５
７
２
‐
９
５
８
１
）
へ

平
成
20
年
版
埼
玉
県
民
手
帳
の
販
売

11
月
14
日
㈬
〜
12
月
27
日
㈭
ま
で
平
成

20
年
版
埼
玉
県
民
手
帳
を
販
売
し
ま
す
。

価
格　

１
冊
５
０
０
円

販
売
先
と
問
い
合
わ
せ　

商
工
振
興

課
（
産
業
会
館
３
階
・
☎
５
７
４

‐
６
６
５
０
）、
岡
部
総
務
課
（
☎

５
８
５
‐
２
２
１
１
）、川
本
総
務
課（
☎

５
８
３
‐
２
７
８
１
）、花
園
総
務
課（
☎

５
８
４
‐
１
１
２
１
）
へ

相談名 内容 とき ところ 問い合わせ

教育
子どもの非行や不登校、
いじめなど、学校生活上
の悩み

電話相談・来所相談ともに毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分
ファックス・Ｅメールは 24 時間受け付け 教育庁舎内教育研究所

学校教育課
（教育研究所）
☎ 572 － 9456

フリーダイヤル・ 0120－4－78374　 e-net@city.fukaya.saitama.jp
家庭・児童・
母子

家庭、育児、不登校などの
相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時～午後 4時 市役所家庭児童相談室 児童課

☎ 574 － 6646

行政相談 行政に関する苦情など

11 月 7日㈬・21 日㈬ 、12 月 5 日㈬ 
午前 9時～正午 市役所北別館市民相談室 くらしいきいき課

☎ 574 － 6633
11 月 15 日㈭、12 月 20 日㈭
午後 1時 30 分～ 4時 岡部総合支所会議室 岡部市民環境課

☎ 585 － 2213
11 月 14 日㈬、12 月 12 日㈬
午前 9時～正午 川本総合支所会議室 川本市民環境課

☎ 583 － 2783
11 月 6 日㈫、12 月 4日㈫
午後 1時 30 分～ 4時 花園総合支所会議室 花園市民環境課

☎ 584 － 1122

法律相談
相続、離婚、金銭貸借、
商取引などの法律に関す
ること

毎週火曜日（祝日を除く）午後 1時 30 分～ 4時
予約制（電話で受け付け）※定員各日 10 人　担当＝弁護士

相談を希望される場合は、
担当課へご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

12 月 6 日㈭、 2月 7日㈭
午後 1時 30 分～ 4時 岡部総合支所会議室 岡部市民環境課

☎ 585 － 2213
11 月 16 日㈮、 1月 18 日㈮
午後 1時 30 分～ 4時 川本総合支所会議室 川本市民環境課

☎ 583 － 2783
12 月 21 日㈮、 2月 15 日㈮
午後 1時 30 分～ 4時 花園総合支所会議室 花園市民環境課

☎ 584 － 1122

市民相談 市民生活全般 毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時 30 分～正午・午後 1時～ 4時 30 分　担当＝市民相談員 市役所北別館市民相談室 くらしいきいき課

☎ 574 － 6633

消費生活 商品契約に関する苦情など 毎週水・金曜日（祝日を除く）
午前 10 時～正午・午後 1時～ 4時　担当＝消費生活相談員

相談を希望される場合は、
担当課へご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

悪質商法
110番

悪質商法に関する相談および
クーリングオフの仕方など

毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分　担当＝くらしいきいき課職員 電話で随時受け付け くらしいきいき課

☎ 574 － 8527

税務 税理士による税一般に関す
る相談

11 月 20 日㈫
午前 10 時～午後 4時　担当＝税理士会会員 市役所西別館 201 会議室 市民税課

☎ 574 － 6637

人権
人権擁護委員による、生活
全般で感じた人権上の困り
ごとや悩みの相談

11 月 12 日㈪
午前 10 時～午後 3時 市役所西別館 201 会議室 人権政策課

☎ 574 － 6643
11 月 21 日㈬
午前 10 時～午後 3時 Ｌ・フォルテ２階相談室 Ｌ・フォルテ

☎ 573 － 4761
L・フォルテ

相談室 心や体、ＤＶの悩みなど 11 月 17 日㈯
午前 11 時～午後 3時　予約制 Ｌ・フォルテ 2階研修室Ｂ Ｌ・フォルテ

☎ 573 － 4761

内職・就職・
求人

・内職に関する仕事の紹介
・就職に関する相談
・求人情報の提供

毎週月・木曜日＝午前 10 時～正午・午後 1時～ 3時
（いずれも祝日を除く）　内職・就職は予約制

産業会館３階商工振興課隣の
会議室

商工振興課
☎ 574 － 6650

結婚 結婚に関する相談、紹介
など

11 月 1日㈭・18 日㈰、12 月 6日㈭
午後 1時～ 3時 深谷コミュニティセンター 社会福祉協議会

☎ 573 － 6563

各　種　無　料　相　談各　種　無　料　相　談

相談名 内容 検査 とき ところ 問い合わせ

エイズ相談・
　　　エイズ検査

エイズなどに関する相談と血液
検査　予約制
※原則無料・匿名可
※即日検査は採血後60分で結果が
分かります

※通常検査ではＢ・Ｃ型肝炎、梅毒
検査（無料）、クラミジア検査（有料）
も受検できます

エイズ即日検査 11 月 1日㈭、12 月 6日㈭
午後 1時～ 3時

熊谷保健所 熊谷保健所
☎ 523 － 2811

エイズ検査（夜間） 11 月 1日㈭、12 月 6日㈭
午後 5時 30 分～ 6時 30 分

通常検査
11 月 27 日㈫、1月 22 日㈫
午前 10 時～ 11 時
午後 5時 30 分～ 6時 30 分

精神保健福祉相談 精神科医師による精神保健福祉
に関する相談　予約制

11 月 13 日㈫、1月 8日㈫
午後 1時～ 2時 熊谷保健所 熊谷保健所

☎ 523 － 2811

県民法律相談 弁護士による法律相談　予約制 毎月第 1・第 3水曜日
午後 1時～ 4時

県北部地域創造センター
（県地方庁舎 1階）

県北部地域創造センター
☎ 522 － 6506

県民相談・
　　交通事故相談 家庭の困りごとや交通事故相談 毎週月～金曜日

午前 9時～午後 4時
県北部地域創造センター
（県地方庁舎 1階）

県北部地域創造センター
☎ 522 － 6506（県民相談）
☎ 521 － 7300（交通事故相談）

暮らしの
アドバイス
相談

■ 深谷市子どもの虐待防止ホットライン（市役所家庭児童相談室内）■ 深谷市子どもの虐待防止ホットライン（市役所家庭児童相談室内）　　
 　虐待が疑われる子どもを見つけた場合は、 ホットライン（☎574－ 3000）へご連絡ください。
■ L・フォルテ子育て支援軽運動室開放■ L・フォルテ子育て支援軽運動室開放
 　子育て中のかた、お子さんを一緒に遊ばせたり、情報交換をしたりしませんか？
とき　毎週水曜日午後１時～４時　ところ　Ｌ・フォルテ軽運動室　対象　未就学児とその保護者
問い合わせ　Ｌ・フォルテ（☎ 573 － 4761・火曜日休館）へ



2223 ※渋澤栄一が残したとされる「夢
ゆめしちくん

七訓」より。「夢なかるべからず」は「夢を持たないといけません」という意味。 笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市

　

一い
ち

ノ
谷た
に

の
合
戦
で
源
範の
り
よ
り頼
・
義よ
し
つ
ね経

軍
に
敗
れ
た
平
家
軍
は
、
讃さ
ぬ
き岐
国

屋や
し
ま島
へ
と
逃
れ
た
。

　

元
げ
ん
り
ゃ
く暦
二
年
（
１
１
８
５
）
二
月
、

源
義
経
は
摂せ

っ
つ津

の
大
物
ヶ
浦
か
ら

阿あ

わ波
の
勝
浦
に
渡
り
、
さ
ら
に
進
ん

で
讃
岐
の
屋
島
に
進
ん
だ
。

　

大
物
ヶ
浦
を
出
航
す
る
時
、
戦
い
く
さ

奉

行
梶
原
景か

げ
と
き時

は
、「
逆さ

か
ろ櫓

」
の
進
言

を
す
る
。
景
時
は
「
逆
櫓
と
は
船
の

舳へ

に
艫と

も

に
向
て
櫓ろ

を
立
て
る
こ
と
。

敵
が
強
い
時
は
舳へ

の
方
の
櫓ろ

で
押
戻

し
、
敵
が
弱
け
れ
ば
元
の
よ
う
に
艫と
も

の
櫓ろ

を
も
っ
て
押
し
渡
す
」
と
言
っ

た
。
し
か
し
、
義
経
が
こ
れ
を
一
蹴

し
た
。
景
時
は
「
将
た
る
も
の
、
あ

ら
ゆ
る
場
面
を
想
定
し
て
準
備
怠

る
こ
と
な
き
と
す
べ
き
も
の
」
と
反

論
し
た
と
こ
ろ
、
義
経
は
「
主
人
を

猪い
の
む
し
ゃ

武
者
と
愚
弄
す
る
か
」と
怒
っ
た
。

景
時
は
「
な
に
お
、
主
人
は
鎌
倉
殿

一
人
に
て
ご
ざ
る
」
と
反は

ん

駁ば
く

し
た
。

両
者
が
ま
さ
に
争
い
に
な
ら
ん
ば
か

⑤
屋
島
の
戦
い

　
　

学
生
の
時
、
遠
足
の
バ
ス
で
司

　
　

会
役
を
務
め
、
周
囲
を
盛
り
上

げ
る
遠
藤
に
、
担
任
の
先
生
が
言
葉

を
掛
け
た
。

　
「
里
沙
ち
ゃ
ん
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

に
向
い
て
い
る
か
も
ね
」

　

そ
れ
か
ら
は
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と

タ
ジ
オ
か
ら
１
１
３
４
ｋキ
ロ
ヘ
ル
ツ

Ｈ
ｚ
の
電

波
に
乗
っ
て
し
っ
と
り
と
落
ち
着
い

た
声
が
心
に
響
く
。
先
ほ
ど
ま
で
の

緊
張
感
は
微み

塵じ
ん

も
感
じ
さ
せ
な
い
。

　

ど
ん
な
状
況
に
置
か
れ
て
も
、
そ

の
状
況
を
楽
し
む
心
で
、
気
持
ち
を

前
向
き
に
進
め
る
女
性
。
文
化
放
送

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー　

遠
藤
里
沙
。

　
　

曜
日
の
午
後
。
も
う
少
し
で
３

　
　

時
に
な
る
時
刻
。
伊
東
四
朗
、

吉
田
照
美
と
い
う
喋
り
の
ベ
テ
ラ
ン

を
前
に
し
て
、
談
笑
し
な
が
ら
も
緊

張
感
が
頂
点
に
達
し
そ
う
だ
。
３
時

ジ
ャ
ス
ト
。
東
京
浜
松
町
の
本
社
ス

い
う
仕
事
を
夢
と
し
て
意
識
し
て
き

た
。
し
か
し
、
花
園
中
学
校
に
入
学

す
る
頃
に
な
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
事

に
興
味
を
持
ち
、
そ
れ
に
取
り
組
ん

で
い
く
ご
と
に
、
幼
い
こ
ろ
の
夢
は

意
識
の
奥
深
く
に
し
ま
い
込
ま
れ
て

い
っ
た
。

　

平
成
七
年
一
月
。
心
の
奥
に
閉
じ

込
め
ら
れ
て
い
た
夢
を
、
眠
り
か
ら

覚
ま
す
事
件
が
起
こ
る
。「
阪
神
・

淡
路
大
震
災
」。
こ
の
震
災
を
被
災

地
か
ら
伝
え
、
被
災
者
の
言
葉
を

代
弁
し
、
温
か
い
言
葉
を
語
り
か
け

ハ
ー
ト
前
向
き
し
ゃ
べ
り
ス
ト　遠

え ん ど う

藤里
り さ

沙

る
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
姿
に
心
が
動
い

た
。
夢
が
再
び
頭
を
擡も

た

げ
て
き
た
。

　
　

　
　

標
で
あ
っ
た
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に

　
　

な
っ
た
が
、
そ
れ
が
ゴ
ー
ル
で
は

な
い
。
今
は
「
人
と
の
触
れ
合
い
を

通
し
て
、
自
分
の
想
い
を
伝
え
る
こ

と
」
に
視
点
を
定
め
て
い
る
。

　

一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
、「
朗
読
」

と
い
う
手
段
を
選
び
、
そ
し
て
こ
の

夏
、
あ
る
ス
ク
ー
ル
の
講
師
と
な
っ

た
。
朗
読
は
第
三
者
で
あ
る
作
者
の

想
い
を
代
弁
す
る
も
の
だ
が
、
自
分

し
か
伝
え
ら
れ
な
い
行
間
が
あ
る
。

活
字
で
は
伝
え
ら
れ
な
い
行
間
の
想

い
を
、
遠
藤
は
大
切
に
す
る
。

　

好
き
な
言
葉
は
、

　
「
向
き
不
向
き
よ
り
、
前
向
き
」

遠
藤
の
向
か
う
前さ
き

に
は
、夢
が
あ
る
。

阪
神
・

淡
路
大
震
災

土土

さ
ん

１
１
３
４
ｋ
Ｈ
ｚ

向
き
不
向
き
よ
り

目目夢
七
訓

　

夢
な
き
者
は
理
想
な
し

　

理
想
な
き
者
は
信
念
な
し

　

信
念
な
き
者
は
計
画
な
し

　

計
画
な
き
者
は
実
行
な
し

　

実
行
な
き
者
は
成
果
な
し　
　

　

成
果
な
き
者
は
幸
福
な
し

ゆ
え
に　

幸
福
を
求
め
る
者
は

　
　
　
　
　

夢
な
か
る
べ
か
ら
ず
※

（
本
文
中
の
敬
称
は
本
人
の
承
諾
を
得
て
省
略
し
て
い
ま
す
）

小小

　伊東四郎さん、吉田照美さんと番組を始
めて1年。かつては「里沙ちゃんのくだも
の食べようかな ?」というコーナーもある
ほど食には興味を持っている。ついに「食
育インストラクター」の資格を取得。現在
は「ベジタブル・フルーツマイスター」資
格取得にチャレンジ中！！

り
の
時
、
重
忠
が
景
時
の
背
後
か
ら

抱
き
と
め
、
二
人
の
諍

い
さ
か

い
を
宥な

だ

め
た
。

　

二
月
十
八
日
午
前
二
時
、
暴
風
雨

の
中
、
義
経
は
船
を
出
す
。
兵
船
は

数あ
ま
た多
あ
る
が
、
大
風
の
た
め
船
を
出

す
者
は
わ
ず
か
に
五
艘そ
う

。
一
番
が
判

官
（
義
経
）
船
、
二
番
が
畠
山
（
重

忠
）
の
船
、
三
番
土
肥
船
、
四
番
和

田
船
、
五
番
佐
々
木
船
で
あ
る
。

　

勝
浦
に
到
着
し
、
そ
こ
か
ら
屋
島

へ
渡
り
、
平
家
軍
と
一
進
一
退
の
攻

防
を
続
け
た
。
い
つ
し
か
休
戦
状
態

に
な
り
、
辺
り
が
静
け
さ
を
取
り
戻

し
た
時
、
静
か
に
一
隻
の
船
が
義
経

軍
の
前
に
姿
を
現
し
た
。

　

そ
こ
に
は
美
し
い
女
官
が
、「
こ

れ
を
射
っ
て
見
よ
」
と
ば
か
り

に
扇
を
か
ざ
し
た
。
重
忠
は
、
扇

の
的
を
射
よ
と
義
経
に
命
ぜ
ら
れ

る
も
固
辞
し
、
那
須
与
一
を
推
し

た
。
与
一
は
馬
を
海
に
乗
り
入
れ
、

「
南な
む
は
ち
ま
ん
だ
い
ぼ
さ
つ

無
八
幡
大
菩
薩
」
と
叫
び
、
見

事
に
扇
の
柄
を
射
抜
き
、
扇
は
空

を
舞
い
海
に
落
ち
た
。「
平
家
物
語
」

の
名
場
面
「
扇
の
的
」
で
あ
る
。

▲多くの市民が献花を行いました ▲謝辞を述べるご遺族

　深谷市名誉市民・元深谷
市長福

ふく

嶋
しま

健
けん

助
すけ

氏が、9 月 8
日、ご逝去されました。満
74 歳でした。
　10 月 8 日、深谷市民文
化会館大ホールで、福嶋氏
の市民葬が厳粛に執り行わ
れました。
　式典では、副知事をはじ
め近隣の首長ほか、別れを
惜しむ 740 人の参列者に
よる献花が行われ、ご冥福
を祈りました。
　市民葬会場には、在りし
日の写真などが数多く掲げ
られ、参列されたかたがた
が、氏のご遺徳をしのばれ
ていました。

　深谷市名誉市民
元深谷市長

故福嶋健助市民葬
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広
報
ふ
か
や
」
は
再
生
紙
・
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
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■  http://www.city.fukaya.saitama.jp/　 http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/
深谷市
モバイルサイト

ガーデンシティふかや推進室　☎ 551 － 5551

ガーデンシティニュース

GARDENCITYNEWSGARDENCITYNEWS

http://www.city.fukaya.saitama.jp/fukayahanaweb/index.htm

自慢のできる美しいまち「ふかや」の実現へ！

「ガーデンシティふかや」のホームページもご覧ください。

講師　大
おお
 嶋
しま
　仁
ひとし
　先生

　12月のガーデニング教室は、寒い冬を楽しく過ごすための
コンテナガーデンづくりです。クリスマスだけでなくお正月に
も楽しめる作品を作ります。

●と　き　12 月 1日㈯午前 9時 30 分～ 11 時 30 分
●ところ　埼玉県農林公園（深谷市本田）
●定　員　20人（応募多数の場合は、抽選の上全員に結果を通知します）
●受講料　2,500 円
●申し込み　11 月 21 日㈬までに、電話でガーデンシティふかや推進室へ

　コンテナガーデン教室（クリスマスバージョン）
　　・・・2度楽しむコンテナガーデンづくり・・・
　クリスマスを楽しんだ後はお正月バージョンへ。寒い冬でも楽しめ
るコンテナガーデンづくりにぜひご参加ください。

　花はなプラン開始当初から
ガーデニングに積極的に取り
組んでいる幡羅小学校。今回
は、校内
の花壇の
ほか、各
校門に枕
木花壇を
設置するため、PTA のボラ
ンティアさんが花壇の枠作り

を行いまし
た。
　５・６年
生の美化栽
培委員の子

どもたちは、11 月の花植え
に向け、ガーデンデザインを
検討中です。

　学校と地域が連携して取り組むガーデニ
ング「学校花はなプラン」。子どもたちはも

ちろん保護者のかたがたも花壇作りに大活躍。地元の皆さん
のボランティアも募集していますので、興味のあるかたは、
ガーデンシティふかや推進室にご連絡ください。地域ぐるみ
で、深谷の未来を担う子どもを育てましょう。
幡羅小学校

花の学校づくりが進んでいます！
ふかや学校花はなプラン

明戸小学校
　校舎前のコンクリートの上
を花で飾るプランを考えてい
ます。
　各教室
の前に 4
区画の枕
木を使っ
た花壇を、PTA のかたがた
が制作してくれました。
　この枠の中をどんな花で

飾ろうか、担
当 の ５・ ６
年生はアイデ
アを出し合っ
てデザインを
検討していま
す。どんな花

壇が出来上がるか楽しみで
す。

　市民の手による公園作り
が進んでいます。レンガによ
る園路作りの
後は、植木の
植栽です。花
園商工会青年
部の植木職人
のかたがたに指導を頂きなが
ら、シャベルで穴を掘り、シ

ンボルツリー
の「モミの木」
やオリーブを
植え込みまし
た。当日は、

あいにくの雨模様でしたが、
参加したかたがたは熱心に説
明に聞き入っていました。

　国済寺東部地区で活動し
ているこの会は、地区内の
公園を中心に清掃活動をし
ているほか、地域の子どもた
ちのために、さまざまな活動

も行っていま
す。
　また、地区
内で行われた
祭り会場で、
竹馬やめんこ

遊びを教えた
り、のこぎり
の使い方を教
える木工教室
なども開催し
ています。

　最近は、「き
れいですね」とか「頑張って
ください」と声を掛けてくれ
る人もいて、市民に活動が認

知され、ますます活動に力が
入っているガーデニングボ

ランティ
アの皆さ
ん。深谷
駅前のス
テイショ
ンガーデ

ンをはじめ、深谷駅前通りや
17 号国道沿いにも花を咲か
せています。
　また、きれ
いに整備され
た秩父線の武
川駅のロータ
リーの南北の
花壇もガーデニングボラン
ティアが管理をしています。
　きれいな花を保つための、
花がら摘みの作業は根気の

いる作業ですが、丁寧に摘
み取っているので、次から次

えと花が咲
いてくれま
す。
　さらに、
もっと花を
知りたいと

いうことで、太田市のアン
ディ＆ウイリアムスボタニッ
クガーデン
に研修視察
に出掛け、
花の種類や
管理方法な
どを学んで
きました。

　第 5回ふかや花フェスタの
PR活動を、伊勢崎市で開催
された「絣

かすり

の郷」交流まつり
会場特設ブースで実施しまし
た。これか
らも各地で
実施してい
きます。

フェスタPRイベントを開始

深谷駅北口　ステイションガーデン

武川駅南口　ステイションガーデン

除草作業（深谷駅北口）

視察研修の様子

除草作業（市役所本庁舎）

花がら摘み
（深谷駅北口）

 ■駅通り工場団地線脇公共用地

 ■国東親父の会

11月


